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はじめに 

 

空調衛生設備分野の特に施工用を中心とするCADシステムは、多くの場合、配管や

ダクトといった各種設備部材の属性情報を内部データとして保有しています。しかし

ながら、現在異なるCADシステム間でデータ交換する際に用いられる一般的な手法で

は、2次元の描画データが中心となります。このため、異なるCADシステム間では、

データを交換しても部材属性に係る情報が欠落し、効果的なデータ活用を図れない状

況にあります。 

 C-CADECでは、このような実状を踏まえ、異なる空調衛生設備CADシステム間で、

部材属性を伴ったCADデータ交換を可能とするデータ交換仕様“BE-Bridge

（Building Equipment – BRief Integrated format for Data exchanGE）”を

1999年に開発し、改良と普及に取り組んできました。現在では、“BE-Bridge“は

主要な空調衛生設備系CADシステムでサポートされており、配管、ダクト等の搬送系

部材のCADデータ交換仕様の事実上の標準になっています。さらに最近では、CAM

システムとのデータ連携、積算システムでの利用等、新たな分野で利用されるように

なってきました。この様な状況を踏まえ、異なるシステム間でのデータ交換における

部材の再現性をより高めるため、仕様を改訂することにいたしました。 

 

 この度の“BE-Bridge”の仕様改訂の主な事項は以下のとおりです。 

・ ダクトパターン分類を追加。 

・ 空調器具フォーマットの空調器具呼称定義を追加。 

・ 機器部材フォーマットの機器部材の形状仕様を追加。 

 なお、改訂の詳細につきましては、附録１｢改訂点一覧｣をご覧下さい。 

 

“BE-Bridge”は設備分野における生産性の向上を目的に開発されたデータ交換仕様

で、設備機器ライブラリデータ交換仕様“Stem”（STandard for the Exchange of 

Mechanical equipment library data）とともに総合的に運用することで更なる効果

が期待できます。 
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 第１章 ファイル仕様 

１．概  要 

・本フォーマットは、異なるCAD 間での属性情報の交換を目的として作成するもので、現バージ

ョンでは、「ダクト」「配管」「電気」「機器」「建築」「空調器具」の6つの項目について属

性情報の交換が可能である。 

・交換は、本フォーマットで定義する項目にしたがって、各部材を「部材コード」により共通化し、

この部材を指定された場所に読み込み側のCADで、自己の部材データベースを使用して再作図

させる仕組みとなっている。 

・また、図面としての機能を保証するために、DXF形式を併用し部材データベースに無い物も表

現可能としている。 

・さらに、出力時において、本仕様書に定義している部材に合致する物が無い場合を考慮して、各

部材の「部材コード」に「その他」のコードを用意し、部材を包含する直方体での表現を可能と

している。 

・なお、本仕様によるデータ交換においては、部材としての再現や形状の再現を優先する為に、後

述の７および８の方法にて入出力を行う。 

２．扱う図面のサイズ、縮尺率 

・本フォーマットで扱う図面は、A0～A3 までの4種類とし、B系列のサイズについては取り扱

わない。（A4サイズ等を扱う場合には、A3サイズ内にA4サイズで出力する。） 

・縮尺率は「1/1」～「1/999」までとし、分母は整数のみを取り扱う。また、範囲外の縮尺率

で変換しようとした場合にはエラーメッセージを表示する。 

３．データ形式 

・MS-DOSテキストファイルフォーマット。（区切り文字は、CR/LF） 

・使用する文字は、全て1バイトの文字とする。（但し、1レコード目は除く） 

・英字は大文字とする。（但し、1レコード目は除く） 

・全ての項目で、左づめにし、スペースは使用しない。 

・未使用の項目は ”0” “-1” ”空白” をセットすることとし、使い分けについては各フォーマットの

項目説明欄を参照。 

・1部材データは38レコード固定とする。 

４．図面の基準点 

・常に図面の左下を原点とする。 

５．座標の持ち方 

・ファイル内の座標X,Y,Zの記述において指数等は使用せず全て実寸値でセットする。 

・また、座標X,Y,Zは、カンマで区切る。 

６．ファイル名 

・中間ファイル ：  XXXXXXXX.CEQ 

・DXFファイル：  XXXXXXXX.DXF 

・中間ファイルとDXFファイルは、拡張子以外は同一名称にする。 

・本バージョンでは、ファイル名はロングファイル名とする。 
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・中間ファイルのマルチボリューム、およびDXFファイルのマルチボリュームは考慮しない。 

７．出力時において、本仕様書に定義している部材に合致する物が無い場合について 

・部材を出力する際において、本仕様書に定義している部材に合致するものが無い場合は、部材と

して再現する事を優先する為に、以下のいずれかの方法により出力する。 

ａ）本仕様書に定義している部材の内、近い部材に丸めて出力する。 

ｂ）上記ａ）にての出力が適当でない場合は、各部材の「部材コード」の内、「その他」のコー

ドにて出力する。その際、部材を包含する直方体情報も同時に出力する。 

ｃ）上記ａ）ｂ）にての出力が適当でない場合は、出力しない。 

８．読み込み側CADが保有しない部材および「その他」のコードにて出力されている部材について 

・読み込み側のCADが有しない部材および「その他」のコードにて出力されている部材がファイ

ル内に存在した場合は、部材として再現する事を優先する為に、以下のいずれかの方法により再

現する。尚、DXFデータを使用して変換した場合は、各属性は引き継がない。 

ａ）読み込み側のCADが保有する部材の内、近い部材に丸めて再現する。 

ｂ）上記ａ）にての再現が適当でない場合は、同時に出力されている、部材を包含する直方体情

報を用いて再現する。（「その他」のコードにて出力されている部材の場合のみ） 

ｃ）上記ａ）ｂ）にての再現が適当でない場合は、DXFデータを使用して再現する。 

９．部材の形状変化について 

・本フォーマットは、部材コードでデータ交換を行い、読み込み側で再度作図し直す方法となって

いるため、部材によって出力側と読み込み側とで形状が異なる場合がある。 

１０．属性付き変換部材の表示について 

・出力時に属性付き総変換部材数を表示する。尚、「その他」のコードにて出力する部材について

も、属性付き部材として総変換部材数に含む。 

・読み込み時に提供された属性付き部材数と、属性付きで読み込みを完了した部材数、及び変換率

を表示する。 

・また、属性付き部材と、属性なしの部材の識別が可能なこととする。 

・「その他」のコードにて出力されている部材を前述の８．ｂ）の方法で読み込む場合、「部材を

包含する直方体情報」を用いて直方体を再現すると同時に、ＤＸＦデータを用いて平面形状を再

現する事が望ましい。また、再現した形状に属性情報を付加する事が望ましい。 

・上記各項目について、方法は各ベンダー独自の仕様とする。 

１１．その他 

・出力時および読込み時において、前述の７および８のａ）ｂ）ｃ）のいずれの方法を採用するか、

利用者側で設定できる機能を設ける事が望ましい。 

・使用するＤＸＦのバージョンについて、本仕様書（Ver.6.1）では定義しない。 
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第２章 共通部フォーマット 

□ 本フォーマットでは、「ダクト」「配管」「電気」「機器」「建築」「空調器具」の6つの種別

でのデータ交換を想定しており、この共通部分として、先頭1レコードを使用してファイルの定

義を行う。 

□ 共通部で定義する項目は、「図面サイズ」「図面縮尺率」「フォーマットのバージョン」「各ベ

ンダー内での管理用バージョン」「出力総部材数」「コメント」「出力CADと製品バージョン」

の計7項目とする。 

□ 前記7項目を1レコード（バイト数は無制限とする）に、カンマで区切って出力する（各項目内に

はカンマを含まないこと）。 

項番 項       目 項  目  説  明 

a 図面サイズ ・図面の用紙サイズを、数字のみセット 

  A0サイズ ： 0 

  A1  〃  ： 1 

  A2  〃  ： 2 

  A3  〃  ： 3 

b 図面縮尺率 ・図面の縮尺の分母のみを整数でセット（1～999まで） 

c フォーマットの 

バージョン

・フォーマットのバージョンを小数点以下1桁でセット 

  例）6.0 

d 各ベンダー内での 

管理用バージョン

・半角数字3桁（頭“0”埋め）でセット 

  例）001 

e 出力総部材数 ・「D???P???E???K???A??? H???」でセット 

 （D=ダクト、P=配管、E=電気、K=機器、A=建築、H=空調

器具を表す） 

・ 「???」の部分に出力総部材数を入力する 

・ 部材数の桁数はフリー 

・出力のない項目については項目記号（D、P等）を含め出力

しない 

f コメント ・ フリーフォーマットとし、全角文字使用可 

 

ｇ 出力CADと 

製品バージョン

・ フリーフォーマットとし、全角文字使用可 

・ サブバージョンまで出力する 

例）1, 100, 6.0, 001, D310P150,建設会館新築工事, C-CADV2008L08 

 
 
 
 
 

f:コメント 
e:出力総部材数（ダクト:310，配管:150） 

d:各ベンダー内での管理バージョン 

c:フォーマットのバージョン 

b:図面縮尺率（1/100） 

a:図面サイズ（A1） 

g:出力 CAD と製品バージョン 
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第３章 ダクトフォーマット 

１項 ダクト部材フォーマット 

□ ファイルの2レコード目以降を使用し、1部材を定義する。 

□ 1部材当たり38レコード固定とし、未使用の項目は "0" “-1” ”空欄” をセットすることとし、

使い分けについては項目説明欄を参照。 

□ 使用する文字は、1バイトの文字とし、英字は大文字とする。ただし、以下の項目について

は、全角文字を使用してもよい。 

 ・項番３「系統名」 

 ・「その他部材」時に項番７～２４「ダクト形状寸法データ」にセットする 

  「元の部材の部材名称」（見出し文字「EBN=」は1バイト文字とする） 

□ 1レコードのバイト数は、無制限とする。 

項番 項       目 項  目  説  明 

1 部材定義項目 

SEQ No. 年 月 時 分日

ﾃﾞｰﾀ種別 会社コード

・データ種別：D ････ ダクト  P ････ 配管 

       E ････ 電気   K ････ 機器 

       A ････ 建築   H ･･‥ 空調器具 

・SEQ No. ： 数字5桁とし、頭0埋め 

※重複がなければ、連番でなくてもよい 

会社コード：英数字2文字（詳細は第9章参照） 

日   付：データ作成日（年 ････ 西暦4桁） 

時   間：データ作成開始時間 

※DXFファイルと同期をとる 

DXF内のBLOCKデータとCEQファイルのデータのマッチン

グに使用する。 

※DXFのBLOCK名と同じ名称とし、同一データ内で重複の

無いものとする 

2 出力時レイヤ№ ・数字をセット 

・出力時のレイヤは、レイヤを１以上の数字に変換して出力す

る 

・入力時のレイヤは、ダクト用途によりレイヤを分類している

CADは、項番３４の「用途」を用いて自社CADのレイヤに

変換する。ダクト用途とレイヤの関連を持たないCADは、

本出力レイヤを用いて自社CADのレイヤに変換する 

3 系統名 ・全角・半角文字をセット 注１ 

・出力しない場合には“空欄”とする 
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項番 項       目 項  目  説  明 

4 系統番号 ・ 数字をセット 注１ 

・出力しない場合には“空欄”とする 

5 パターンNo. 大分類 ・ ダクト部材パターンNo.を大分類， 小分類でセット 

6   〃     小分類  （詳細は第２項１，２を参照） 

7 

・ 

・ 

・ 

24 

ダクト形状寸法データ ・ 1行に1項目をセット 

・ 項目数は固定で1８項目 

・ 未使用項番には“0”をセット 

・ 順不同とし、WA=,WB=等の見出し文字を付与する 

 （詳細は第３項を参照） 

25 ダクト部材番号 ・ 英数字を６文字までセット 注１ 

・出力しない場合には“空欄”とする 

26 単複区分 ・ 複線：0，単線：1をセット 

・ Ver.5.0以降、単線、複線の両方に対応 

27 配置基準点 ・第３項５のパターン別詳細図により、X,Y,Zをセット 

・指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・X,Y,Zは、カンマで区切る 

 （詳細は第３項を参照） 

28 接続点1 ・接続点は、主管側を「接続点１」とし、第３項５のパターン

別詳細図のWB,WC,WD（丸ダクトの場合は、DB,DC,DD）

の順とする 

・部材の各接続点の「中心座標X,Y,Zと接続情報」をセット 

・中心座標は、指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・接続情報は、「項番１：部材定義項目」の「データ種別＋

SEQ No.」を使用する 

・X,Y,Z及び接続情報は、カンマで区切る 

  例１：20,22,33,D00005 

   （X=20,Y=22,Z=33,ダクトデータSEQNo00005）

  例２：20,22,33,0 

   （X=20,Y=22,Z=33,接続するダクト無し） 

29 接続点2 ・未使用の接続点Ｎｏには、“0”１個のみをセット 

30 接続点3   例：接続点が２点の場合には、接続点３，４は“0”を 

31 接続点4     セット 

32 ベクトル   主軸 ・主軸，副軸のベクトルで、X,Y,Zの形であらわす 

・ベクトルの大きさは“1” 

33  〃     副軸  （詳細は第３項を参照） 

34 用  途 ・ダクト用途を数字でセット 

 （詳細は第２項３を参照） 
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項番 項       目 項  目  説  明 

35 風  量 ・風量をm3/h単位でセット 

・未使用は“0”をセット 

36 接続工法 ・各接続点の接続工法を「接続点１，接続点２，接続点３，接

続点４」の順にセットする（詳細は第２項４を参照） 

・存在しない接続点には“－１”をセット 

37 板  厚 ・板厚を「接続点２，接続点３，接続点４」の順にセットする

（接続点１はセットしない） 

・存在しない接続点には“0”をセット 

38 

 

データ終了フラグ ・最終データは“0” をセット 

（“0”でCEQファイルの終了） 

・後続データがある場合は“1”をセット 

注１）CAD/CAMにおいて本ファイルを利用する場合、項番3「系統名」、項番4「系統番号」、

項番25「ダクト部材番号」の各文字列を連結させて出来る文字列が、本ファイル内でユ

ニークであることがCAM側の必要条件となる場合があるので注意の事。 

 

※単線時のフォーマットについて 

□ 単線時の項番７～２４「ダクト形状寸法データ」については下記の通りとし、他の項目に関

しては複線と同じとする。 

項番 項       目 項  目  説  明 

7 

・ 

・ 

・ 

24 

ダクト形状寸法データ ・口径値がある場合、ダクト形状寸法データの口径に該当する

各接続面の幅、厚さ、直径のデータに口径値を設定する。 

・口径値がない場合、ダクト形状寸法データの口径に該当する

各接続面の幅、厚さ、直径のデータを -1 に設定する。 

・角度（RA～RD）のある部材は、角度（RA～RD）の出力

は必須とする。 

・口径も含めて、有効な値として出力可能なダクト形状寸法デ

ータは出力することとする。 

・単線継手については、入力時にダクト形状寸法データの口径

に該当する各接続面の幅、厚さ、直径のデータに係わらず、各

CAD で使用している単線継手の大きさを使用する。 

□ 個々の部品の形状自体は、各 CAD で使用している形状に任せることとする。 

□ そのために、形状や大きさの違いにより接続点位置が接続ベクトル方向にずれる場合がある

が、直管を伸縮する等調整し接続するようにする。 
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２項 ダクト部材項目別設定値 

１．角ダクトパターン分類 （パターン別詳細は3項5.パターン別詳細図を参照） 

大 分 類 小 分 類 

１ ：エルボ ０ ：その他 

  １ ：エルボ（内Ｒ外Ｒ） 

  ２ ：両直管付エルボ（内Ｒ外Ｒ） 

  ３ ：角エルボ（内Ｒ外角） 

  ４ ：両直管付角エルボ（内Ｒ外角） 

  ５ ：角エルボ（内角外Ｒ） 

  ６ ：角エルボ（内角外角） 

  ７ ：消音エルボ 

  ８ ：羽子板エルボ 

  ９ ：内直エルボ（内直外Ｒ） 

  １０ ：両直管付内直エルボ（内直外Ｒ） 

  １１ ：エルボ（内直外角） 

  １２ ：両直管付エルボ（内直外角） 

  １３ ：消音エルボ（内直） 

２ ：Ｓカーブ ０ ：その他 

  １ ：Ｓカーブ（内Ｒ外Ｒ） 

  ２ ：梁巻き（内Ｒ外Ｒ） 

  ３ ：角梁巻き（内角外角） 

  ４ ：Ｓカーブ（内角外角） 

３ ：直管 ０ ：その他 

  １ ：直管 

  ２ ：ホッパー 

  ３ ：直管付ホッパー 

  ４ ：実管 

４ ：三方分岐 ０ ：その他 

  １ ：三方分岐 

  ２ ：十字（片直） 

  ３ ：十字（片Ｒ） 

  ４ ：十字（両直） 

５ ：二方分岐 ０ ：その他 

  １ ：二方分岐（直曲り） 

  ２ ：二方分岐（両曲り） 

  ３ ：二方分岐（直立て） 

  ４ ：二方分岐（両曲りＴ管） 
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大 分 類 小 分 類 

５ ：二方分岐 ５ ：二方分岐（Ｔ管片直） 

  ６ ：二方分岐（Ｔ管片Ｒ） 

  ７ ：二方分岐（Ｔ管両直） 

  ８ ：二方分岐（フタマタ） 

  ９ ：二方分岐（片曲り片立て） 

  10 ：二方分岐（両曲り内直） 

  11 ：二方分岐（両曲り内角） 

  12 ：二方分岐（両曲りＴ管内直） 

６ ：ダンパー ０ ：その他 

  １ ：ダンパー 

  ２ ：定風量装置（ＣＡＶ） 

  ３ ：変風量装置（ＶＡＶ） 

７ ：その他角ダクト ０ ：その他 

  １ ：羽子板 

  ２ ：ボックス 

  ３ ：チャンバー 

  ４ ：キャンバス継手 

  ５ ：タイコ 

  ６ ：ヒョットコ（片直） 

  ７ ：ヒョットコ（片Ｒ） 

  ８ ：ヒョットコ（両Ｒ） 

  9 ：フランジ止め 

  10 ：金網 

８ ：角丸 ０ ：その他 

  １ ：角丸ホッパー 

  ２ ：角丸キャンバス継手 

  ３ ：角丸ヒョットコ 

  ４ ：直管付角丸ホッパー 
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２．丸ダクトパターン分類 （パターン別詳細は3項6.パターン別詳細図を参照） 

大 分 類 小 分 類 

１１ ：エルボ ０ ：その他 

  １ ：エルボ 

  ２ ：消音エルボ 

  ３ ：両直管付エルボ 

１２ ：Ｓ管 ０ ：その他 

  １ ：Ｓ管 

１３ ：直管 ０ ：その他 

  １ ：直管 

  ２ ：片落管（レジューサ） 

  ３ ：実管 

１４ ：十字管 ０ ：その他 

  １ ：十字管（クロス管） 

  ２ ：クロスＲＴ管 

  ３ ：十字管（クロス管角度付） 

１５ ：Ｔ管 ０ ：その他 

  １ ：Ｔ管 

  ２ ：ＲＴ管 

  ３ ：ダブルＲＴ管 

  ４ ：４５°Ｙ管 

  ５ ：４５°ＲＴ管 

  ６ ：Ｔ管（角度付） 

１６ ：ダンパー ０ ：その他 

  １ ：ダンパー 

  ２ ：定風量装置（ＣＡＶ） 

  ３ ：変風量装置（ＶＡＶ） 

１７ ：フレキシブルダクト ０ ：その他 

  １ ：フレキシブルダクト 

１８ ：その他丸ダクト ０ ：その他 

  1 ：キャンバス継手 

  2 ：ニップル 

  3 ：カラー 

  4 ：キャップ 

  5 ：金網 
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３．用途項目 

用途項目 用途項目 

０ ：その他  

１ ：空調給気ダクト １８ ：循環給気ダクト 

２ ：空調還気ダクト １９ ：遷移給気ダクト 

３ ：外気ダクト ２０ ：RI 排気ダクト 

４ ：排気ダクト ２１ ：局排ダクト 

５ ：換気ダクト ２２ ：生産排気ダクト 

６ ：換気送気ダクト ２３ ：熱排気ダクト 

７ ：換気排気ダクト  ２４ ：酸排気ダクト 

８ ：排煙ダクト  ２５ ：アルカリ排気ダクト 

９ ：パスダクト  ２６ ：有機排気ダクト 

１０ ：厨房排気ダクト  ２７ ：フッ酸排気ダクト 

１１ ：浴室排気ダクト  ２８ ：可燃排気ダクト 

１２ ：熱交換還気ダクト  ２９ ：支燃排気ダクト 

１３ ：熱交換外気ダクト  ３０ ：緊急排気ダクト 

１４ ：熱交換給気ダクト  ３１ ：無機排気ダクト 

１５ ：熱交換排気ダクト  ３２ ：集塵ダクト 

１６ ：ガラリ  

１７ ：煙道  

 

 

４．接続工法 

接続工法 

０ ：その他 

１ ：フランジ 

２ ：メッツ 

３ ：ＴＤＣ 

４ ：溶接 

5 ：差込み(オス) 

6 ：差込み(メス) 
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３項 ダクト部材形状寸法図について 

  複線形状（例） 

 

 

 

 

 

 

図１             図２             図３ 

  単線形状（例） 

 

 

 

 

 

 

図４             図５         

 

１． 接続点 

１） 接続点は、［×］印で示す。 

２） ダクト接続面の中心点を接続点とする。 

３） 接続点１はＷＡ側、接続点２はＷＢ側、接続点３はＷＣ側、接続点４はＷＤ側の接続点と

する。（丸ダクトについては、ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ、ＤＤの順とする） 

２．配置基準点 

１） 後述２）の部材を除いて、接続点１と同じ座標を配置基準点とする。 

２） 接続点が存在しない「ボックス」「チャンバー」「その他の部材」については、部材の中

心を配置基準点とする。（図３参照） 

３．ベクトル 

１） ベクトルは、実線（主軸）、破線（副軸）の矢印で示す。 

２） 主軸ベクトルは、接続点１の接続面ＷＡに対する大きさ１の法線ベクトルとする。 

３） 副軸ベクトルは、接続点１の接続面ＷＡの辺に平行な大きさ１のベクトルとし、振れのな

い部材は主軸ベクトルに対して右方向、それ以外の部材は主軸ベクトルに対してＷＢ（Ｄ

Ｂ）側をベクトルの方向とする。 

４） 「ダンパー」の副軸ベクトルの方向は、機構部側（ハンドル側）とする。 

５） 「フレキシブルダクト」の主軸ベクトルは接続点１の接続面に対する大きさ１の法線ベク

トルとし、副軸ベクトルは接続点２の接続面に対する大きさ１の法線ベクトルとする。（両

ベクトルは風の流れ方向に合わせる） 

６） 詳細については、「５．パターン別詳細図」を参照のこと。 
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４．単線形状の高さについて 

１） 単線の場合でも、複線と同じルートで高さも入ったルートであることとする。例えば、立

ち上がりのクランクの単線の絵がある場合、下図の点線枠部分は複線の場合と同様に左下

から、「上向きエルボ＋立管＋下向きエルボ」の 3 つの部品から構成されているようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 配管同様ダクトも上記 1）に関して同じである。 

３） 他の高さが変更された単線の絵に関しても、同様に複線と同じルートで高さも入ったルー

トであることとする。 
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５．形状寸法データ記号の説明（主とする意味であり、該当しない場合もある） 

□ ＷＡ（～Ｄ）   ：ダクト接続面の幅   （Ａ面のＷidth） 

□ ＨＡ（～Ｄ）   ：ダクト接続面の厚さ （Ａ面のＨeight） 

□ ＮＡ（～Ｃ）   ：直管部分（首部分）の長さ（Ａ面側のＮeck） 

□ ＬＡ（～Ｃ）   ：接続面から基準点までの平面的な距離 （Ａ面のＬength） 

□ ＲＡ（～Ｄ）   ：Ｒ付き部材の角度     （Ａ面のＡngle） 

□ ＲＩ           ：Ｒ付き部材の内側半径 （Ｒadius Ｉnside） 

□ ＲＩＡ（～Ｄ） ：Ｒ付部材の内側半径 （Ａ面側のＲadius Ｉnside） 

□ ＲＯ           ：Ｒ付部材の外側半径 （Ｒadius Ｏutside） 

□ ＳＢ（Ｄ）     ：割り込み幅 （B 面側のＳeparate） 

□ ＴＷ（Ｈ）     ：内貼り厚さ （Ｗ方向のＴhickness） 

□ ＺＡ           ：梁巻きのＡ面に対するずれ 

□ ＬＸ（Ｙ）     ：テーパー部分の長さ （Ｘベクトル方向のＬength） 

□ ＬＸＢ（～Ｄ） ：テーパー部分の長さ （B 面側のＸベクトル方向のＬength） 

□ ＬＹＢ（～Ｄ） ：テーパー部分の長さ （B 面側のＹベクトル方向のＬength） 

□ ＢＸ（Ｙ，Ｚ） ：制御ボックスの寸法 

□ ＢＯＸ（Ｚ）   ：制御ボックスの位置 

□ ＥＢＮ     ：その他の部材の名称 （元の部材の部材名称） 

□ ＥＢＷ（Ｈ，Ｌ）：その他の部材の寸法 （元の部材を包含する直方体の寸法） 

□ ＦＧ           ：各種設定フラグ （Ｆlag） 

□ ＦＧＨ         ：ダンパーハンドルの位置フラグ （Ｆlag） 

□ ＤＡ（～Ｄ）   ：丸ダクト接続面の直径（A 面のＤiameter） 

□ ＴＤ           ：丸ダクトの内貼り厚さ（Ｔhickness） 

□ ＣＰＮ         ：フレキダクトの曲り点の数 （Corner Point Number） 

□ ＣＰ１（～１０）：フレキダクトの曲り点の座標（Corner Point） 

□ ＦＧＳ         ：Ｓカーブフラグ （ＳCurve Ｆlag） 

□ ＦＧＳＢ（Ｃ） ：Ｓカーブフラグ （B 面側の管のＳCurve Ｆlag） 

□ ＯＰＮ         ：開口の数 

□ ＯＰ１（～１０）：開口のデータ 

 



 6．パターン別詳細図 
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大分類 小分類 

大分類 小分類 

    １    １   エルボ（内Ｒ外Ｒ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

    １    ２   両直管付エルボ（内Ｒ外Ｒ） 

    
■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＲＩ：Ｒ付き部材の内側半径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １    ３   角エルボ（内Ｒ外角） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １    ４   両直管付角エルボ（内Ｒ外角） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＲＩ：Ｒ付き部材の内側半径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １    ５   角エルボ（内角外Ｒ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＲＯ：Ｒ付部材の外側半径 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １    ６   角エルボ(内角外角) 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １    ７   消音エルボ 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＴＷ、ＴＨ：内貼り厚さ 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

  １    ８   羽子板エルボ 
 
■接続点数＝２ 
■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 
□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

  平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＲＩ：Ｒ付き部材の内側半径 

□ ＲＯ：Ｒ付部材の外側半径 

□ ＯＰＮ：開口の数（最大 10 ヶ所） 

□ ＯＰ１～ＯＰ１０：開口データ 

次の情報をカンマ区切りで出力する。 

・ 開口形状のフラグ  角＝０  丸＝１ 

・ ドン付け／直付けのフラグ 

ドン付け＝０  直付け＝１ 

・ 配置基準点から開口の中心座標までの 

相対座標 X,Y,Ｚ 

・ 開口から接続部材へ向う大きさ１の方向 

ベクトル X,Y,Ｚ 

・ 開口の WOP と平行な大きさ１のベクトル X,Y,Ｚ 

※開口形状が丸の場合は、「,,,」を出力する。  

・ 開口のＷＯＰ方向の幅 WOP 

・ 開口のＷＯＰ方向に直交する幅 HOP 

※WOP、HOP は開口形状が丸の場合、 

開口の直径 DOP を出力する。 

また、最後に「,」を出力する。（例：「直径ＤＯＰ,」） 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １    ９   内直エルボ(内直外 R) 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １   １０   両直管付内直エルボ（内直外Ｒ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

平面的な距離 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＲＯ：Ｒ付部材の外側半径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １   １１   エルボ（内直外角） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

  平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １   １２   両直管付エルボ（内直外角） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

  平面的な距離 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １   １３   消音エルボ（内直） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

  平面的な距離 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＴＷ、ＴＨ：内貼り厚さ 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  ２    １   Ｓカーブ（内Ｒ外Ｒ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝振れ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＲＩＡ、ＲＩＢ：Ｒ付部材の内側半径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２    ２   梁巻き（内Ｒ外Ｒ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＨＣ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ、ＮＣ：直管部分（首部分）の 

  長さ 

□ ＬＡ：Ａ面から梁巻き部分までの平面 

  的な距離 

□ ＺＡ：梁巻きのＡ面に対するずれ 

※ＨＡ、ＨＢの口径が異なる場合、ＮＣの 

 値が上下で異なるが、この場合、小さい 

 値を使用する。 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  ２    ３   角梁巻き（内角外角） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＨＣ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ、ＮＣ：直管部分（首部分）の 

  長さ 

□ ＬＡ：Ａ面から梁巻き部分までの平面 

  的な距離 

□ ＺＡ：梁巻きのＡ面に対するずれ 

 

 

 

 

 

 

 

  ２    ４   Ｓカーブ（内角外角） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝振れ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ３    １   直管 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＯＰＮ：開口の数（最大 10 ヶ所） 

□ ＯＰ１～ＯＰ１０：開口データ 
次の情報をカンマ区切りで出力する。 

・ 開口形状のフラグ  角＝０  丸＝１ 

・ ドン付け／直付けのフラグ 

ドン付け＝０  直付け＝１ 

・ 配置基準点から開口の中心座標までの 

相対座標 X,Y,Ｚ 

・ 開口から接続部材へ向う大きさ１の方向 

ベクトル X,Y,Ｚ 

・ 開口の WOP と平行な大きさ１のベクトル X,Y,Ｚ 

※開口形状が丸の場合は、「,,,」を出力する。  

・ 開口のＷＯＰ方向の幅 WOP 

・ 開口のＷＯＰ方向に直交する幅 HOP 

※WOP、HOP は開口形状が丸の場合、 

開口の直径 DOP を出力する。 

また、最後に「,」を出力する。（例：「直径ＤＯＰ,」） 

 

 

 

    ３    ２   ホッパー 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ３    ３   直管付ホッパー 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ３    ４   実管 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＦＧ：フランジ方向のフラグ 

     外フランジ＝０ 

     内フランジ＝１ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ４    １   三方分岐 
 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ、ＷＤ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ、ＨＤ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ、ＳＤ：割り込み幅 

□ ＲＢ、ＲＤ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＦＧＳ：ＷＣ部材のＳカーブフラグ 

 ホッパー＝０    Ｓカーブ＝１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ４    ２   十字（片直） 
 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ、ＷＤ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ、ＨＤ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＸＢ、ＬＸＤ、ＬＹＢ、ＬＹＤ：テーパー部分 

  の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ４    ３   十字（片Ｒ） 
 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ、ＷＤ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ、ＨＤ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＲＩＢ、ＲＩＤ：Ｒ付部材の内側半径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ４    ４   十字（両直） 
 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ、ＷＤ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ、ＨＤ：ダクト接続面の厚さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ５    １   二方分岐（直曲り） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ：割り込み幅 

□ ＲＢ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＦＧＳ：ＷＣ部材のＳカーブフラグ 

 ホッパー＝０    Ｓカーブ＝１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ５    ２   二方分岐（両曲り） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ：割り込み幅 

□ ＲＢ、ＲＣ：Ｒ付き部材の角度 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ５    ３   二方分岐（直立て） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ：割り込み幅 

□ ＦＧＳ：ＷＣ部材のＳカーブフラグ 

 ホッパー＝０    Ｓカーブ＝１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ５    ４   二方分岐（両曲りＴ管） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ５    ５   二方分岐（Ｔ管片直） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＬＸ、ＬＹ：テーパー部分の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ５    ６   二方分岐（Ｔ管片Ｒ） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＲＩＢ：Ｒ付部材の内側半径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ５    ７   二方分岐（Ｔ管両直） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ５    ８   二方分岐（フタマタ） 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ：割り込み幅 

□ ＦＧＳＢ：ＷＢ部材のＳカーブフラグ 

   ホッパー＝０    Ｓカーブ＝１ 

    ※左図は ＦＧＳＢ＝１ 

□ ＦＧＳＣ：ＷＣ部材のＳカーブフラグ 

   ホッパー＝０    Ｓカーブ＝１ 

    ※左図は ＦＧＳＣ＝０ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ５    ９   二方分岐（エルボ片立て） 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ：割り込み幅 

□ ＲＢ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    ５  １０   二方分岐（両曲り内直） 
 

 
■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 
□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ：割り込み幅 

□ ＲＢ、ＲＣ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＬＸＢ、ＬＸＣ、ＬＹＢ、ＬＹＣ 

 ：テーパー部分の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ５  １１   二方分岐（両曲り内角） 
 

 
■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 
□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＳＢ：割り込み幅 

□ ＲＢ、ＲＣ：Ｒ付き部材の角度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ５  １２   二方分岐（両曲りＴ管内直） 
 
■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＷＢ方向 

 
□ ＷＡ、ＷＢ、ＷＣ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ、ＨＣ：ダクト接続面の厚さ 

ＬＸＢ、ＬＸＣ、ＬＹＢ、ＬＹＣ 

 ：テーパー部分の長さ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 

33 

大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ６    １   ダンパー 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ハンドル方向 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＦＧ：ダンパー種別のフラグ 

    ＶＤ＝１      ＦＤ＝２ 

    ＦＶＤ＝３     ＭＤ＝４ 

    ＣＤ＝５      ＰＤ＝６ 

    ＳＦＤ＝７     ＨＦＤ＝８ 

    ＰＦＤ＝９     ＳＦＭＤ＝１０ 

    その他＝０ 

□ ＦＧＨ：ダンパーハンドル位置のフラグ 

    左図を参照 

    左図以外は、ＦＧＨ＝０ 

 

 

    ６    ２   定風量装置（ＣＡＶ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝制御ボックス方向 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＴＷ、ＴＨ：ダクト外寸からの長さ 

□ ＢＸ、ＢＹ、ＢＺ：制御ボックスの寸法 

□ ＢＯＸ：ダクト接続面から制御ボックスま 

  での平面的な距離 

□ ＢＯＺ：ダクト外寸（下面）から制御ボック 

  ス（下面）までの距離 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ６    ３   変風量装置（ＶＡＶ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝制御ボックス方向 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＴＷ、ＴＨ：ダクト外寸からの長さ 

□ ＢＸ、ＢＹ、ＢＺ：制御ボックスの寸法 

□ ＢＯＸ：ダクト接続面から制御ボックスま 

  での平面的な距離 

□ ＢＯＺ：ダクト外寸（下面）から制御ボック 

  ス（下面）までの距離 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ７    １   羽子板 
 

■接続点数＝２ 
■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 
□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ：テーパ部分の長さ 

□ ＬＢ：テーパ部分からＢ面までの長さ 

□ ＯＰＮ：開口の数（最大 10 ヶ所） 

□ ＯＰ１～ＯＰ１０：開口データ 
次の情報をカンマ区切りで出力する。 

・ 開口形状のフラグ  角＝０  丸＝１ 

・ ドン付け／直付けのフラグ 

ドン付け＝０  直付け＝１ 

・ 配置基準点から開口の中心座標までの 

相対座標 X,Y,Ｚ 

・ 開口から接続部材へ向う大きさ１の方向 

ベクトル X,Y,Ｚ 

・ 開口の WOP と平行な大きさ１のベクトル X,Y,Ｚ 

※開口形状が丸の場合は、「,,,」を出力する。  

・ 開口のＷＯＰ方向の幅 WOP 

・ 開口のＷＯＰ方向に直交する幅 HOP 

※WOP、HOP は開口形状が丸の場合、 

開口の直径 DOP を出力する。 

また、最後に「,」を出力する。（例：「直径ＤＯＰ,」） 

 

 

 

 

    ７    ２   ボックス 
 

■接続点数＝０ 
■配置基準点＝ボックスの中心座標 

■副軸方向＝右側固定 
□ ＷＡ：ボックスの幅 

□ ＨＡ：ボックスの厚さ 

□ ＬＡ：ボックスの長さ 

□ ＦＧ：内貼り有無のフラグ 

    内貼りなし＝０ 

    内貼りあり＝１ 

□ ＯＰＮ：開口の数（最大 10 ヶ所） 

□ ＯＰ１～ＯＰ１０：開口データ 
次の情報をカンマ区切りで出力する。 

・ 開口形状のフラグ  角＝０  丸＝１ 

・ ドン付け／直付けのフラグ 

ドン付け＝０  直付け＝１ 

・ 配置基準点から開口の中心座標までの 

相対座標 X,Y,Ｚ 

・ 開口から接続部材へ向う大きさ１の方向 

ベクトル X,Y,Ｚ 

・ 開口の WOP と平行な大きさ１のベクトル X,Y,Ｚ 

※開口形状が丸の場合は、「,,,」を出力する。  

・ 開口のＷＯＰ方向の幅 WOP 

・ 開口のＷＯＰ方向に直交する幅 HOP 

※WOP、HOP は開口形状が丸の場合、 

開口の直径 DOP を出力する。 

また、最後に「,」を出力する。（例：「直径ＤＯＰ,」） 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ７    ３   チャンバー 
 

■接続点数＝０ 
■配置基準点＝チャンバーの中心座標 

■副軸方向＝右側固定 
□ ＷＡ：チャンバーの幅 

□ ＨＡ：チャンバーの厚さ 

□ ＬＡ：チャンバーの長さ 

□ ＦＧ：内貼り有無のフラグ 

    内貼りなし＝０ 

    内貼りあり＝１ 

□ ＯＰＮ：開口の数（最大 10 ヶ所） 

□ ＯＰ１～ＯＰ１０：開口データ 
次の情報をカンマ区切りで出力する。 

・ 開口形状のフラグ  角＝０  丸＝１ 

・ ドン付け／直付けのフラグ 

ドン付け＝０  直付け＝１ 

・ 配置基準点から開口の中心座標までの 

相対座標 X,Y,Ｚ 

・ 開口から接続部材へ向う大きさ１の方向 

ベクトル X,Y,Ｚ 

・ 開口の WOP と平行な大きさ１のベクトル X,Y,Ｚ 

※開口形状が丸の場合は、「,,,」を出力する。  

・ 開口のＷＯＰ方向の幅 WOP 

・ 開口のＷＯＰ方向に直交する幅 HOP 

※WOP、HOP は開口形状が丸の場合、 

開口の直径 DOP を出力する。 

また、最後に「,」を出力する。（例：「直径ＤＯＰ,」） 

 

 

    ７    ４   キャンバス継手 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ７    ５   タイコ 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝振れ方向 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ７    ６   ヒョットコ（片直） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ７    ７   ヒョットコ（片Ｒ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ７    ８   ヒョットコ（両Ｒ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ、ＷＢ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ、ＨＢ：ダクト接続面の厚さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ７   ９   フランジ止め 

 

 
■接続点数＝１ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 
□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ７   １０   金網 
 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ８    １   角丸ホッパー 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ８    ２   角丸キャンバス継手 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

    ８    ３   角丸ヒョットコ 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ８    ４   直管付角丸ホッパー 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＷＡ：ダクト接続面の幅 

□ ＨＡ：ダクト接続面の厚さ 

□ ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １１    １   エルボ 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

  平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １１    ２   消音エルボ 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

  平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＴＤ：丸ダクト外寸からの消音部の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １１    ３   両直管付エルボ 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＬＡ、ＬＢ：接続点から○までの 

  平面的な距離 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

44 

大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １２    １   Ｓ管 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝振れ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＬＡ、ＬＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＲＡ：Ｒ付き部材の角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D
A

L B

L A

R A

D
B



 

45 

大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １３    １   直管 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １３    ２   片落管（レジューサ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＤＡ、ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １３    ３   実管 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １４    １   十字管（クロス管） 
 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ、ＤＤ：丸ダクト接続面の 

  直径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １４    ２   クロスＲＴ管 
 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ、ＤＤ：丸ダクト接続面の 

  直径 

□ ＬＣ：テーパ部分の長さ 

□ ＮＣ：直管部分（首部分）の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

  １４    ３   十字管（クロス管角度付） 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ、ＤＤ：丸ダクト接続面の 

  直径 

□ ＲＢ、ＲＤ：Ｒ付き部材の角度 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １５    ０   Ｔ管 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ：丸ダクト接続面の直径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １５    １   ＲＴ管 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＬＣ：テーパ部分の長さ 

□ ＮＣ：直管部分（首部分）の長さ 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １５    ２   ダブルＲＴ管 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＬＢ、ＬＣ：テーパ部分の長さ 

□ ＮＢ、ＮＣ：直管部分（首部分）の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １５    ３   ４５゜Ｙ管 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ：丸ダクト接続面の直径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １５    ４   ４５゜ＲＹ管 
 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＬＣ：テーパ部分の長さ 

□ ＮＣ：直管部分（首部分）の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １５    ５   Ｔ管（角度付） 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ＤＢ方向 

 

□ ＤＡ、ＤＢ、ＤＣ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＲＢ：Ｒ付き部材の角度 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １６    １   ダンパー 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝ハンドル方向 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＦＧ：ダンパー種別のフラグ 

    ＶＤ＝１      ＦＤ＝２ 

    ＦＶＤ＝３     ＭＤ＝４ 

    ＣＤ＝５      ＰＤ＝６ 

    ＳＦＤ＝７     ＨＦＤ＝８ 

    ＰＦＤ＝９     ＳＦＭＤ＝１０ 

    その他＝０ 

□ ＦＧＨ：ダンパーハンドル位置のフラグ 

    左図を参照 

    左図以外は、ＦＧＨ＝０ 

 

 

 

   １６    ２   定風量装置（ＣＡＶ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝制御ボックス方向 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＴＤ：丸ダクト外寸からの長さ 

□ ＢＸ、ＢＹ、ＢＺ：制御ボックスの寸法 

□ ＢＯＸ：丸ダクト接続面から制御ボック 

  スまでの平面的な距離 

□ ＢＯＺ：丸ダクト外寸（下面）から制御 

  ボックス（下面）までの距離 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １６    ３   変風量装置（ＶＡＶ） 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝制御ボックス方向 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 

□ ＮＡ、ＮＢ：直管部分（首部分）の長さ 

□ ＴＤ：丸ダクト外寸からの長さ 

□ ＢＸ、ＢＹ、ＢＺ：制御ボックスの寸法 

□ ＢＯＸ：丸ダクト接続面から制御ボック 

  スまでの平面的な距離 

□ ＢＯＺ：丸ダクト外寸（下面）から制御 

  ボックス（下面）までの距離 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １７    １   フレキシブルダクト 
 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝接続点２の接続面に対する 

         法線ベクトル 

□ ＤＡ：フレキダクト接続面の直径 

□ ＣＰＮ：曲り点（△）の数 

  尚、曲り点の数は無制限とする。 

□ ＣＰ１～ＣＰ１０：曲り点（△）の座標 

  X,Y,Z をセットする。１行あたりのデータ 

  数は無制限だが、ＣＰ１から順にセット 

  しなければならなず、各データはカンマ 

  区切りで曲り点の順にセットする。   

□ ＦＧ：フレキ種別のフラグ 

    消音＝１    その他＝０ 

 

 

 
D
A
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １８    １    その他 
 

■接続点数＝０ 

■配置基準点＝元の部材を包含する 

           直方体の中心座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＥＢＮ：元の部材の部材名称 

  （この項目の値の記述には、全角文字 

   を使用してもよい） 

□ ＥＢＷ：元の部材を包含する直方体の 

      幅 

□ ＥＢＨ：元の部材を包含する直方体の 

      厚さ 

□ ＥＢＬ：元の部材を包含する直方体の 

      長さ 

 

 

 

 

  １８    ２   キャンバス継手 
 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＤＡ、ＤＢ：丸ダクト接続面の直径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １８    ３   ニップル 

 
■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １８    ４   カラー 

 
■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 
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大分類  小分類 

大分類 小分類 

   １８    ５   キャップ 

 
■接続点数＝１ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １８    ６   金網 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＤＡ：丸ダクト接続面の直径 
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第４章 配管フォーマット 

１項 配管部材フォーマット 

□ ファイルの2レコード目以降を使用し、1部材を定義する。 

□ 1部材当たり38レコード固定とし、未使用の項目は "0" “-1” ”空欄” をセットすることとし、

使い分けについては項目説明欄を参照。 

□ 使用する文字は、1バイトの文字とし、英字は大文字とする。ただし、以下の項目について

は、全角文字を使用してもよい。 

 ・項番３「系統名」 

 ・「その他部材」時に項番１０～２５「配管寸法データ」にセットする 

  「元の部材の部材名称」（項番１０にセット） 

□ 1レコードのバイト数は、無制限とする。 

項番 項       目 項  目  説  明 

1 部材定義項目 

SEQ No. 年 月 時 分日

ﾃﾞｰﾀ種別 会社コード

・データ種別：D ････ ダクト  P ････ 配管 

       E ････ 電気   K ････ 機器 

       A ････ 建築   H ･･‥ 空調器具 

・SEQ No.  ：数字5桁とし、頭0埋め 

※重複がなければ、連番でなくてもよい 

会社コード：英数字2文字（詳細は第9章参照） 

日   付：データ作成日（年 ････ 西暦4桁） 

時   間：データ作成開始時間 

※DXFファイルと同期をとる 

DXF内のBLOCKデータとCEQファイルのデータのマッチ

ングに使用する。 

※DXFのBLOCK名と同じ名称とし、同一データ内で重複の

無いものとする 

2 出力時レイヤNo. ・数字をセット 

・出力時のレイヤは、レイヤを１以上の数字に変換して出力

する 

・入力時のレイヤは、配管用途によりレイヤを分類している

CADは、項番３５の「用途」を用いて自社CADのレイヤ

に変換する。配管用途とレイヤの関連を持たないCADは、

本出力レイヤを用いて自社CADのレイヤに変換する 

3 系統名 ・全角・半角文字をセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 
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項番 項       目 項  目  説  明 

4 系統番号 ・ 数字をセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

5 部材コード  大分類 ・ 配管部材中間コードを大分類，中分類，小分類でセット 

6   〃      中分類  （詳細は第２項１，２，３を参照） 

7   〃       小分類  

8 単複区分 ・ 複線：0，単線：1をセット 

・ Ver.5.0以降、単線、複線の両方に対応 

9 メーカー ・ メーカーコードをセット（詳細は第２項４を参照） 

10 

・ 

・ 

25 

配管寸法データ ・ 1行に1項目をセット 

・ 項目数は固定で16項目 

・ 未使用は“0”をセット 

・ 接続点1～4に対応した呼径，外径を、接続点1～4の順に

１行毎にセットする 

・ 接続点の順番は第3項のパターン別詳細図を参照 

・ 呼径，外径は、カンマで区切る 

・ 外径については出力できる場合にのみ出力する 

  例：外径あり→100,114.3  外径なし→100, 

26 ベクトル   主軸 ・第3項の特殊形状に記載の部材のみ、ベクトルを出力する。

その他の部材の場合は“0”をセット 

・主軸，副軸のベクトルで、X,Y,Zの形であらわす 

27  〃     副軸 ・ベクトルの大きさは“1” 

28 配置基準点 ・第3項のパターン別詳細図により、X,Y,Zをセット 

・指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・X,Y,Zは、カンマで区切る 

29 接続点1 ・接続点は、主管側を「接続点１」とし、第3項のパターン

別詳細図の接続点1～4の順とする 

・部材の各接続点の「中心座標X,Y,Zと接続情報」をセット 

・中心座標は、指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・接続情報は、「項番１：部材定義項目」の「データ種別＋

SEQ No.」を使用する 

・X,Y,Z及び接続情報は、カンマで区切る 

  例１：20,22,33,Ｐ00005 

   （X=20,Y=22,Z=33,配管データSEQNo00005） 

  例２：20,22,33,0 

   （X=20,Y=22,Z=33,接続する配管無し） 

・未使用の接続点Ｎｏには、“0”１個のみをセット 

  例１：接続点が２点の場合には、接続点３，４は 

     “0”をセット 

30 接続点2 

31 接続点3 

32 接続点4 
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項番 項       目 項  目  説  明 

33 接続工法 ・各接続点の接続工法を「接続点１，接続点２，接続点３，

接続点４」の順にセットする（詳細は第２項５を参照） 

・存在しない接続点には“－１”をセット 

・接続点の順番は第３項のパターン別詳細図を参照 

34 質  量 ・ 部材の質量をｋｇ単位でセット 

・ 未使用は“0”をセット 

35 用  途 ・ 用途コードをセット（詳細は第２項６を参照） 

36 流  量 ・ 流量をl/min単位でセット 

・ 未使用は“0”をセット 

37 予  備 ・ 現在未使用（“0”をセット） 

38 データ終了フラグ ・最終データは“0” をセット 

（“0”でCEQファイルの終了） 

・後続データがある場合は“1”をセット 

 

※単線時のフォーマットについて 

□ 単線時の項番１０～２５「配管寸法データ」については下記の通りとし、他の項目に関して

は複線と同じとする。 

項番 項       目 項  目  説  明 

10 

・ 

・ 

25 

配管寸法データ ・口径値がある場合、配管寸法データの口径に口径値を設定

する。 

・口径値がない場合、配管寸法データの口径を -1 に設定す

る。 

・口径も含めて、有効な値として出力可能な配管寸法データ

は出力することとする。 

・単線継手については、入力時に配管寸法データの口径値に

係わらず、各 CAD で使用している単線継手の大きさを使用

する。 

・冷媒管とサヤ管の配管寸法データについては、第３項 特殊

形状 １，２を参照のこと。 

□ 個々の部品の形状自体は、各 CAD で使用している形状に任せることとする。 

□ そのために、形状や大きさの違いにより接続点位置が接続ベクトル方向にずれる場合がある

が、直管を伸縮する等調整し接続するようにする。 

□ 単線の場合でも、複線と同じルートで高さも入ったルートであることとする。例えば、立ち

上がりのクランクの単線の絵がある場合、複線の場合と同様に左下から、「上向きエルボ＋

立管＋下向きエルボ」の 3 つの部品から構成されているようにする。 

□ 他の高さが変更された単線の絵に関しても、同様に複線と同じルートで高さも入ったルート

であることとする。 
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２項  各種コード 

 １．配管コード 
 

名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

 

その他    A00 00 00

鋼管 その他   A01 00 00

 配管用炭素鋼鋼管 その他 JIS G 3452 A01 01 00

  黒  A01 01 01

 白 A01 01 02

 水道用亜鉛めっき鋼管 JIS G 3442 A01 02 01

 圧力配管用炭素鋼鋼管 その他 JIS G 3454 A01 03 00

  黒・Sch40  A01 03 01

 白・Sch40 A01 03 02

 黒・Sch80 A01 03 11

 白・Sch80 A01 03 12

 黒・Sch10 A01 03 21

 白・Sch10 A01 03 22

 黒・Sch20 A01 03 31

 白・Sch20 A01 03 32

 黒・Sch30 A01 03 41

 白・Sch30 A01 03 42

 黒・Sch60 A01 03 51

 白・Sch60 A01 03 52

ステンレス鋼管 その他   A02 00 00

 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 その他 JIS G 3448 A02 01 00

  一般  A02 01 01

 配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管 その他 JIS G 3459 A02 02 00

  Sch5S  A02 02 01

 Sch10S A02 02 02

 Sch20S A02 02 03

 Sch40 A02 02 04

 Sch80 A02 02 05

ライニング鋼管 その他   A03 00 00

 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 その他 JWWA K 116 A03 01 00

  SGP-VA（黒）  A03 01 01

 SGP-VB（白） A03 01 02

 SGP-VD（内外面） A03 01 03

 Ｆ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 その他 WSP 011 A03 02 00

  SGP-FVA（黒）  A03 02 01

 SGP-FVB（白） A03 02 02

 SGP-FVD（内外面） A03 02 03

 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 その他 JWWA K 132 A03 03 00

  SGP-PA（黒）  A03 03 01

 SGP-PB（白） A03 03 02

 SGP-PD（内外面） A03 03 03
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

 

ライニング鋼管 Ｆ付ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 その他 WSP 039 A03 04 00

  SGP-FPA（黒）  A03 04 01

 SGP-FPB（白） A03 04 02

 SGP-FPD（内外面） A03 04 03

 排水用ﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管 WSP 032 A03 05 01

 耐熱性塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 その他 WSP 043 A03 06 00

  C-VA（HTLP）  A03 06 01

 耐熱性樹脂ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 その他  A03 07 00

  C-VA（HTCP） A03 07 01

 Ｆ付耐熱性樹脂ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 その他  A03 08 00

  C-VA（HTCP） A03 08 01

 排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 WSP 042 A03 09 01

 消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管 その他 WSP 041 A03 10 00

  SGP-VS  A03 10 01

 白・Sch40 A03 10 11

 消火用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ外面被覆鋼管 その他 WSP 044 A03 11 00

  SGP-PS  A03 11 01

 白・Sch40 A03 11 11

鋳鉄管 その他   A04 00 00

 メカニカル形排水用鋳鉄管 HASS 210 A04 01 01

 ニューメカ A04 02 01

 排水用鋳鉄管 JIS G 5525 A04 03 01

 ダクタイル鋳鉄管 その他 JIS G 5526 A04 11 00

  3種管  A04 11 01

 水道用ダクタイル鋳鉄管 その他 JWWA G 113 A04 12 00

  3種管  A04 12 01

銅管 その他   A05 00 00

 銅管 その他 JIS H 3300 A05 01 00

  Ｍタイプ  A05 01 01

 Ｌタイプ A05 01 02

 Ｋタイプ A05 01 03

 空調冷媒用 JIS B 8607 A05 01 04

 被覆銅管 その他 (JIS H 3300) A05 02 00

  Ｍタイプ  A05 02 01

 Ｌタイプ A05 02 02

 Ｋタイプ A05 02 03

 空調冷媒用 JIS B 8607 A05 02 04

合成樹脂管 その他   A06 00 00

 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 その他 JIS K 6741 A06 01 00

 VP  A06 01 01

 VU A06 01 02

 排水用耐火二層管 (JIS K 6741) A06 02 01

 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 その他 JIS K 6742 A06 11 00

  VP  A06 11 01

 水道用耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 その他 JWWA K 118 A06 12 00

  HIVP  A06 12 01

 耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 その他 JIS K 6776 A06 13 00

  HTVP  A06 13 01
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

 

合成樹脂管 水道用ポリエチレン管 JIS K 6762 A06 14 01

 ポリブテン管 JIS J 6778 A06 15 01

 架橋ポリエチレン管 JIS K 6769 A06 16 01

 換気用塩化ﾋﾞﾆﾙ２管路管 A06 21 01

 換気用耐火２管路管 A06 22 01

鉛管 その他   A07 00 00

 排水用鉛管 HASS 203 A07 01 01

 給水用鉛管 JIS H 4312 A07 11 01

コンクリート管 その他   A08 00 00

 ヒューム管 その他 JIS A 5303 A08 01 00

  外圧管1種Ｂ形  A08 01 01
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 ２．継手コード 

名          称 備  考 コード 
大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小

 

その他    B00 00 00

鋼管継手 その他   B01 00 00

 ねじ込み式可鍛鋳鉄製管継手(黒) その他 JIS B 2301 B01 01 00

  ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B01 01 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B01 01 02

 ｿｹｯﾄ B01 01 03

 偏心径違いｿｹｯﾄ B01 01 04

 ﾁｰｽﾞ B01 01 05

 ｸﾛｽ B01 01 06

 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ B01 01 07

 ﾕﾆｵﾝ B01 01 08

 ｷｬｯﾌﾟ B01 01 09

 ﾌﾟﾗｸﾞ B01 01 10

 ﾆｯﾌﾟﾙ B01 01 11

 組みﾌﾗﾝｼﾞ B01 01 12

 めすおすｴﾙﾎﾞ  B01 01 13

 45°めすおすｴﾙﾎﾞ  B01 01 14

 めすおすｿｹｯﾄ  B01 01 15

 めすおすﾁｰｽﾞ  B01 01 16

 止めﾅｯﾄ  B01 01 17

 めすおすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 01 18

 45°めすおすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 01 19

 めすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 01 20

 おすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 01 21

 ねじ込み式可鍛鋳鉄製管継手(白) その他 JIS B 2301 B01 02 00

  ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B01 02 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B01 02 02

 ｿｹｯﾄ B01 02 03

 偏心径違いｿｹｯﾄ B01 02 04

 ﾁｰｽﾞ B01 02 05

 ｸﾛｽ B01 02 06

 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ B01 02 07

 ﾕﾆｵﾝ B01 02 08

 ｷｬｯﾌﾟ B01 02 09

 ﾌﾟﾗｸﾞ B01 02 10

 ﾆｯﾌﾟﾙ B01 02 11

 組みﾌﾗﾝｼﾞ B01 02 12

 めすおすｴﾙﾎﾞ  B01 02 13

 45°めすおすｴﾙﾎﾞ  B01 02 14

 めすおすｿｹｯﾄ  B01 02 15

 めすおすﾁｰｽﾞ  B01 02 16

 止めﾅｯﾄ  B01 02 17

 めすおすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 02 18

 45°めすおすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 02 19

  めすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 02 20

 おすﾍﾞﾝﾄﾞ  B01 02 21
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名          称 備  考 コード 
大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小

 

鋼管継手 圧力配管用ねじ込み式可鍛鋳鉄製管継

手(黒) 

その他 JPF MP 004 B01 03 00

 ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B01 03 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B01 03 02

 ｿｹｯﾄ B01 03 03

 ﾁｰｽﾞ B01 03 04

 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ B01 03 05

 ﾕﾆｵﾝ B01 03 06

 ｷｬｯﾌﾟ B01 03 07

 ﾊﾟｲﾌﾟﾆｯﾌﾟﾙ40 B01 03 08

 ﾊﾟｲﾌﾟﾆｯﾌﾟﾙ80 B01 03 09

 めすおすｴﾙﾎﾞ  B01 03 10

 圧力配管用ねじ込み式可鍛鋳鉄製管継

手(白) 

その他 JPF MP 004 B01 04 00

 ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B01 04 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B01 04 02

 ｿｹｯﾄ B01 04 03

 ﾁｰｽﾞ B01 04 04

 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ B01 04 05

 ﾕﾆｵﾝ B01 04 06

 ｷｬｯﾌﾟ B01 04 07

 ﾊﾟｲﾌﾟﾆｯﾌﾟﾙ40 B01 04 08

 ﾊﾟｲﾌﾟﾆｯﾌﾟﾙ80 B01 04 09

 めすおすｴﾙﾎﾞ  B01 04 10

 一般配管用鋼製突合せ溶接式管継手

(黒) 

その他 JIS B 2311 B01 05 00

 90°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ （ベンカン） B01 05 01

 90°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B01 05 02

 90°ﾈｯｸ付ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ B01 05 03

 90°ﾈｯｸ付ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B01 05 04

 45°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ B01 05 05

 45°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B01 05 06

 ﾚｼﾞｭｰｻ(同心) B01 05 07

 ﾚｼﾞｭｰｻ(偏心) B01 05 08

 ﾁｰｽﾞ B01 05 09

 ｷｬｯﾌﾟ B01 05 10

 180°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ  B01 05 11

 180°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B01 05 12

 一般配管用鋼製突合せ溶接式管継手

(白) 

その他 JIS B 2311 B01 06 00

 90°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ （ベンカン） B01 06 01

 90°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B01 06 02

 90°ﾈｯｸ付ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ B01 06 03

 90°ﾈｯｸ付ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B01 06 04

 45°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ B01 06 05

 45°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B01 06 06

 ﾚｼﾞｭｰｻ(同心) B01 06 07

 ﾚｼﾞｭｰｻ(偏心) B01 06 08

 ﾁｰｽﾞ B01 06 09

 ｷｬｯﾌﾟ B01 06 10

 180°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ  B01 06 11

 180°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B01 06 12
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

鋼管継手 ねじ込み式排水管継手（ﾄﾞﾚﾈｼﾞ継手） その他 JIS B 2303 B01 07 00

 90°ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B01 07 01

  90°大曲りｴﾙﾎﾞ  B01 07 02

 45°ｴﾙﾎﾞ B01 07 03

 45°Ｙ B01 07 04

 ｿｹｯﾄ B01 07 05

 掃除口付ｿｹｯﾄ B01 07 06

 90°Ｙ B01 07 07

 90°大曲りＹ B01 07 08

 90°大曲り両Ｙ B01 07 09

 ﾀｯｶｰｴﾙ B01 07 10

 ﾀｯｶｰｿｹｯﾄ B01 07 11

 おねじﾀｯｶｰｿｹｯﾄ B01 07 12

 ﾀｯｶｰ90°Ｙ B01 07 13

 Ｕﾄﾗｯﾌﾟ B01 07 14

 ハウジング形継手（ﾄｯﾌﾟｼﾞｮｲﾝﾄ） その他 JPF MP 006 B01 08 00

 90°ｴﾙﾎﾞ(F-1) （リケン） B01 08 01

 45°ｴﾙﾎﾞ(F-2)  B01 08 02

 ﾄｯﾌﾟｼﾞｮｲﾝﾄ(Rｰ5) B01 08 03

 ﾄｯﾌﾟｼﾞｮｲﾝﾄ(R-11) B01 08 04

 ﾁｰｽﾞ(F-3) B01 08 05

 ｷｬｯﾌﾟ(F-4) B01 08 06

 ﾄｯﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞ(FL-10) B01 08 07

 ハウジング形継手（ﾀｲﾖｰｼﾞｮｲﾝﾄ） その他 JPF MP 006 B01 09 00

 90°ｴﾙﾎﾞ （ﾀｲﾖｰｼﾞｮｲﾝﾄ） B01 09 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B01 09 02

 30°ｴﾙﾎﾞ B01 09 03

 ﾚｼﾞｭｰｻｰ B01 09 04

 ﾁｰｽﾞ B01 09 05

 ｷｬｯﾌﾟ B01 09 06

 ﾀｲﾖｰｼﾞｮｲﾝﾄＣ型(標準) B01 09 07

ステンレス鋼管

継手 

その他   B02 00 00

モルコジョイント その他 （ベンカン） B02 01 00

 90°ｴﾙﾎﾞ  B02 01 01

 45°ｴﾙﾎﾞ B02 01 02

 ｿｹｯﾄ･ﾚｼﾞｭｰｻ B02 01 03

 ﾁｰｽﾞ B02 01 04

 ｷｬｯﾌﾟ B02 01 05

 水栓ｴﾙﾎﾞ B02 01 06

 水栓ｿｹｯﾄ B02 01 07

 水栓ﾁｰｽﾞ B02 01 08

 片ｿｹｯﾄ90°ｴﾙﾎﾞ  B02 01 09

 片ｿｹｯﾄ45°ｴﾙﾎﾞ  B02 01 10

 ﾍﾞｱﾀｲﾌﾟｿｹｯﾄ  B02 01 11

 雄ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ付ｿｹｯﾄ  B02 01 12

 雌ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ付ｿｹｯﾄ  B02 01 13

 雄ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ付90°ｴﾙﾎﾞ  B02 01 14

 雌ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ付90°ｴﾙﾎﾞ  B02 01 15



 67

名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

ステンレス鋼管

継手 

モルコジョイント 鋼管用ﾕﾆｵﾝ  B02 01 16

ﾕﾆｵﾝI形  B02 01 17

  ﾗｯﾌﾟ付単管  B02 01 18

ﾒﾈｼﾞ付ﾁｰｽﾞ  B02 01 19

 座付水栓ｴﾙﾎﾞ  B02 01 20

  座付水栓ﾁｰｽﾞ  B02 01 21

 ｵｽ付座付水栓ﾁｰｽﾞ  B02 01 22

 単管付ﾎﾞｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ  B02 01 23

 樹脂製絶縁継手  B02 01 24

 台座  B02 01 25

 ＳＭＴ  B02 01 26

 ＭＴＥ  B02 01 27

 ＭＴ  B02 01 28

 ナイスジョイント その他 （ｵｰｴﾇ工業） B02 02 00

 90°ｴﾙﾎﾞ  B02 02 01

 45°ｴﾙﾎﾞ B02 02 02

 ｿｹｯﾄ B02 02 03

 ﾁｰｽﾞ B02 02 04

 ｷｬｯﾌﾟ B02 02 05

 給水栓ｴﾙﾎﾞ B02 02 06

 給水栓ﾁｰｽﾞ B02 02 07

 絶縁ﾕﾆｵﾝ B02 02 08

 おすｱﾀﾞﾌﾟﾀ B02 02 09

 めすｱﾀﾞﾌﾟﾀ B02 02 10

 溶接ｱﾀﾞﾌﾟﾀ B02 02 11

 台座  B02 02 12

 座付給水栓ｴﾙﾎﾞ  B02 02 13

 座付給水栓ﾁｰｽﾞ  B02 02 14

 座付水栓ｴﾙﾎﾞ  B02 02 15

 ﾊﾞﾙﾌﾞ用ﾌﾗﾝｼﾞ  B02 02 16

 ﾚｼﾞｭｰｽﾄﾞﾌﾗﾝｼﾞ  B02 02 17

 ｽﾃﾝﾚｽねじ込み継手 その他 （ｵｰｴﾇ工業） B02 03 00

 90°ｴﾙﾎﾞ  B02 03 01

 45°ｴﾙﾎﾞ B02 03 02

 ｿｹｯﾄ B02 03 03

 ﾁｰｽﾞ B02 03 04

 ｸﾛｽ B02 03 05

 六角ﾌﾞｯｼｭ B02 03 06

 ﾕﾆｵﾝ B02 03 07

 ｷｬｯﾌﾟ B02 03 08

 四角ﾌﾟﾗｸﾞ B02 03 09

 六角ﾆｯﾌﾟﾙ B02 03 10
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

ステンレス鋼管

継手 

一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管突合せ溶接式管

継手 

その他 SAS 354 B02 04 00

90°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ  B02 04 01

 90°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B02 04 02

 45°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B02 04 03

 ﾚｼﾞｭｰｻ(同心) B02 04 04

 ﾚｼﾞｭｰｻ(偏心) B02 04 05

 ﾁｰｽﾞ B02 04 06

 ｷｬｯﾌﾟ B02 04 07

 ﾗｯﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞ(JIS5K) B02 04 08

 ﾗｯﾌﾟﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B02 04 09

 配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管突合せ溶接式管継手 その他 （ベンカン） B02 05 00

 90°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ  B02 05 01

 90°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B02 05 02

 45°ｼｮｰﾄｴﾙﾎﾞ B02 05 03

  45°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B02 05 04

 ﾚｼﾞｭｰｻ(同心) B02 05 05

 ﾚｼﾞｭｰｻ(偏心) B02 05 06

 Ｔ B02 05 07

 ｷｬｯﾌﾟ B02 05 08

ライニング鋼管

継手 

その他   B03 00 00

水道用ねじ込み式管端防食継手（屋内用）その他 JPF MP 003 B03 01 00

 ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B03 01 01

  45°ｴﾙﾎﾞ  B03 01 02

 ｿｹｯﾄ B03 01 03

 ﾁｰｽﾞ B03 01 04

 ﾕﾆｵﾝ B03 01 05

 ﾌﾟﾗｸﾞ B03 01 06

 ﾆｯﾌﾟﾙ(ﾏﾚﾌﾞﾙ製) B03 01 07

 給水栓ｴﾙﾎﾞ B03 01 08

 給水栓ﾁｰｽﾞ B03 01 09

 給水栓ｿｹｯﾄ B03 01 10

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS5K) B03 01 11

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B03 01 12

 座付給水栓ｴﾙﾎﾞ  B03 01 13

 台付給水栓ｴﾙﾎﾞ  B03 01 14

 ﾒｽｱﾀﾞﾌﾟﾀﾁｰｽﾞ  B03 01 15

 ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｿｹｯﾄ  B03 01 16

 ﾒｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｿｹｯﾄ  B03 01 17

 ﾒｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｴﾙﾎﾞ  B03 01 18

 ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｴﾙﾎﾞ  B03 01 19

 めすおすｿｹｯﾄ  B03 01 20

 Ｂ形めすおすｴﾙﾎﾞ  B03 01 21

 持ち出しｿｹｯﾄ  B03 01 22

 ｸﾛｽｵｰﾊﾞ  B03 01 23
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

ライニング鋼管

継手 

水道用ねじ込み式管端防食継手（屋外用）その他 JPF MP 003 B03 02 00

ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B03 02 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B03 02 02

 ｿｹｯﾄ B03 02 03

 Ｔ B03 02 04

 ﾌﾟﾗｸﾞ B03 02 05

 ﾆｯﾌﾟﾙ B03 02 06

 ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｴﾙﾎﾞ  B03 02 07

 ﾒｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｴﾙﾎﾞ  B03 02 08

 ｵｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｿｹｯﾄ  B03 02 09

 ﾒｽｱﾀﾞﾌﾟﾀｿｹｯﾄ  B03 02 10

 Ａ形ｴﾙﾎﾞ  B03 02 11

 Ａ形ｿｹｯﾄ  B03 02 12

 Ｆ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管継手 その他 WSP 011 B03 03 00

 90°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ （積水化学） B03 03 01

 45°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B03 03 02

 ﾚｼﾞｭｰｻ- B03 03 03

 ﾁｰｽﾞ B03 03 04

 Ｆ付ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管継手 その他 WSP 039 B03 04 00

 90°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B03 04 01

 45°ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ  B03 04 02

 ﾚｼﾞｭｰｻ- B03 04 03

  ﾁｰｽﾞ B03 04 04

 給湯用ねじ込み式管端防食継手 その他 JPF MP 005 B03 05 00

 90°ｴﾙﾎﾞ （積水化学） B03 05 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B03 05 02

 ｿｹｯﾄ B03 05 03

 ﾁｰｽﾞ B03 05 04

 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ B03 05 05

 ﾕﾆｵﾝ B03 05 06

 ｷｬｯﾌﾟ B03 05 07

 ﾆｯﾌﾟﾙ B03 05 08

 ﾌﾟﾗｸﾞ B03 05 09

 ＵＸﾌﾗﾝｼﾞ(JIS5K) B03 05 10

 ＵＸﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B03 05 11

 砲金製給水栓ｿｹｯﾄ B03 05 12

 砲金製給水栓ｴﾙﾎﾞ B03 05 13

 砲金製座付給水栓ｴﾙﾎﾞ B03 05 14

 媒介ﾕﾆｵﾝ(銅管用) B03 05 15

 砲金製ﾒｽｵｽｿｹｯﾄ  B03 05 16

 排水鋼管用可とう継手 その他 MDJ 002 B03 06 00

 90°ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B03 06 01

 90°大曲りｴﾙﾎﾞ  B03 06 02

 汚水用90°ｴﾙﾎﾞ B03 06 03

 45°ｴﾙﾎﾞ B03 06 04

 45°Ｙ B03 06 05

 ｿｹｯﾄ B03 06 06

 掃除口付ｿｹｯﾄ(COS) B03 06 07
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

ライニング鋼管

継手 

排水鋼管用可とう継手 掃除口付ｿｹｯﾄ(COST) B03 06 08

90°Ｙ B03 06 09

 90°大曲りＹ B03 06 10

 ＣＯ栓 B03 06 11

  ﾛﾝｸﾞＳＴ B03 06 12

ＶＳＴ B03 06 13

 汚水用台座付90°ｴﾙﾎﾞ B03 06 14

 流し排水用ﾛﾝｸﾞｴﾙﾎﾞ B03 06 15

 ﾕﾆｵﾝ B03 06 16

 ﾛﾝｸﾞＰＣ B03 06 17

 ｻﾆﾀﾘｰｱﾀﾞﾌﾟﾀ B03 06 18

 洗面器用ｱﾀﾞﾌﾟﾀ B03 06 19

 水道用樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ管継手 その他 JWWA K 117 B03 07 00

 ｴﾙﾎﾞ （日立金属） B03 07 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B03 07 02

 ｿｹｯﾄ B03 07 03

 ﾁｰｽﾞ B03 07 04

 ｸﾛｽ B03 07 05

 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ B03 07 06

 ﾕﾆｵﾝ B03 07 07

 ｷｬｯﾌﾟ B03 07 08

 ﾌﾟﾗｸﾞ B03 07 09

 ﾆｯﾌﾟﾙ B03 07 10

 組みﾌﾗﾝｼﾞ B03 07 11

 ｽﾄﾘｰﾄｴﾙﾎﾞ  B03 07 12

鋳鉄継手 その他   B04 00 00

 排水用鋳鉄異形管（メカニカル形） その他 HASS 210 B04 01 00

 90°短曲管 （クボタ） B04 01 01

 90°長曲管  B04 01 02

 45°曲管 B04 01 03

 片落ち管 B04 01 04

 Ｙ管 B04 01 05

 Ｙ管(鉛管接続用) B04 01 06

 排水Ｔ管 B04 01 07

 排水Ｔ管(鉛管接続用) B04 01 08

 90°Ｙ管(TY) B04 01 09

 90°Ｙ管(WTY) B04 01 10

 90°長Ｙ管 B04 01 11

 90°Ｙ管(鉛管接続用) B04 01 12

 ＧＳ B04 01 13

 Ｌ付短管 B04 01 14

 ＣＯ付通気接続管 B04 01 15

 継ぎ輪 B04 01 16

 掃除口付短管 B04 01 17

 ＶＳＴ－Ａ B04 01 18

 ＶＳＴ－Ｂ B04 01 19

 ＣＯＣ継手(COC-A) B04 01 20

 ＣＯＣ継手(COC-B) B04 01 21
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

鋳鉄継手 排水用鋳鉄異形管（メカニカル形） 満水ﾃｽﾄ用継手  B04 01 22

 22 1/2曲管  B04 01 23

 両受け90°長曲管  B04 01 24

 両受けＣＯ付90°長曲管  B04 01 25

 ＣＯ付90°長曲管  B04 01 26

 台付90°長曲管  B04 01 27

  ＣＯ付台付90°長曲管  B04 01 28

 両受け台付90°長曲管  B04 01 29

 両受けCO付台付90°長曲管  B04 01 30

 鉛管接続用90°Ｌ曲管  B04 01 31

 通気長Ｔ管  B04 01 32

 ＶＳ継手  B04 01 33

 排水用鋳鉄異形管（ニューメカ形） その他 （クボタ） B04 02 00

 90°短曲管  B04 02 01

 90°長曲管 B04 02 02

 45°曲管 B04 02 03

 Ｙ管 B04 02 04

 排水Ｔ管 B04 02 05

 90°Ｙ管 B04 02 06

 掃除口付短管(COT) B04 02 07

 掃除口付栓(COC-A) B04 02 08

 排水用鋳鉄異形管（ＪＩＳ形） その他 JIS G 5525 B04 03 00

 90°短曲管 （クボタ） B04 03 01

 90°長曲管  B04 03 02

 45°曲管 B04 03 03

 片落ち管 B04 03 04

 Ｙ管 B04 03 05

 排水Ｔ管 B04 03 06

 90°Ｙ管 B04 03 07

  ＣＯ付通気接続口 B04 03 08

 ＣＯ付短管 B04 03 09

 ＶＳＴ－Ａ B04 03 10

 ＶＳＴ－Ｂ B04 03 11

 特殊通気Ｙ  B04 03 12

 ＶＳ継手  B04 03 13

 ＶＳ曲管 Ａ  B04 03 14

 ＶＳ曲管 Ｂ  B04 03 15

 ダクタイル鋳鉄異形管 その他 JIS G 5527 B04 11 00

 90°曲管  B04 11 01

 45°曲管  B04 11 02

 22 1/2°曲管 B04 11 03

 11 1/4°曲管 B04 11 04

 受挿し片落管 B04 11 05

 挿し受片落管 B04 11 06

 継ぎ輪 B04 11 07

 長尺継ぎ輪 B04 11 08

 短管１号 B04 11 09

 短管２号 B04 11 10
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

鋳鉄継手 ダクタイル鋳鉄異形管 二受Ｔ字管  B04 11 11

 仕切弁副管Ａ１号  B04 11 12

 仕切弁副管Ａ２号 B04 11 13

 ﾌﾗﾝｼﾞ付きＴ字管 B04 11 14

 排水Ｔ字管 B04 11 15

 三受十字管 B04 11 16

銅管継手 その他   B05 00 00

 銅管継手 その他 JIS H 3401 B05 01 00

 90°ｴﾙﾎﾞＡ （東洋ﾌｨｯﾃｨﾝ

ｸﾞ） 

B05 01 01

 45°ｴﾙﾎﾞＡ B05 01 02

 ｿｹｯﾄ B05 01 03

 Ｔ B05 01 04

 ﾕﾆｵﾝ B05 01 05

 ｷｬｯﾌﾟ B05 01 06

 水栓ｴﾙﾎﾞ B05 01 07

 水栓Ｔ B05 01 08

 水栓ｿｹｯﾄ B05 01 09

 絶縁ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K) B05 01 10

 絶縁ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B05 01 11

 おすｱﾀﾞﾌﾟﾀｰＡ B05 01 12

 めすｱﾀﾞﾌﾟﾀｰＡ B05 01 13

 ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞﾚｼﾞｭｰｻ  B05 01 14

 90°ｴﾙﾎﾞＢ  B05 01 15

 45°ｴﾙﾎﾞＢ  B05 01 16

 90°ｴﾙﾎﾞＣ  B05 01 17

 45°ｴﾙﾎﾞＣ  B05 01 18

 おすｱﾀﾞﾌﾟﾀｰＢ  B05 01 19

 めすｱﾀﾞﾌﾟﾀｰＢ  B05 01 20

 冷媒用継手  B05 01 21

 分岐ﾍｯﾀﾞｰ  B05 01 22

合成樹脂管継手 その他   B06 00 00

 排水用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 その他 JIS K 6739 B06 01 00

 90°ｴﾙﾎﾞ （積水化学） B06 01 01

 90°大曲りｴﾙﾎﾞ  B06 01 02

 45°ｴﾙﾎﾞ B06 01 03

  ｿｹｯﾄ･ｲﾝｸﾘｰｻﾞ B06 01 04

 45°Ｙ B06 01 05

 90°Ｙ B06 01 06

 90°大曲りＹ B06 01 07

 90°大曲り両Ｙ B06 01 08

 排水用ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ B06 01 09

 差込ｿｹｯﾄ B06 01 10

 やりとりｿｹｯﾄ B06 01 11

 ＭＹｼﾞｮｲﾝﾄ B06 01 12

 ﾌﾗﾝｼﾞ型掃除口 B06 01 13

 ﾈｼﾞ式掃除口 B06 01 14

 鋼管用ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ B06 01 15

 掃除口付き90°大曲りＹ B06 01 16
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

合成樹脂管継手 排水用耐火二層管継手 通気口 B06 01 17

  伸縮継手 B06 01 18

  その他 （ﾄｰｱﾄﾐｼﾞ） B06 02 00

 90°ｴﾙﾎﾞ  B06 02 01

 90°大曲りｴﾙﾎﾞ B06 02 02

 45°ｴﾙﾎﾞ B06 02 03

 ｿｹｯﾄ･ｲﾝｸﾘｰｻﾞ B06 02 04

 45°Ｙ B06 02 05

 90°小曲りＹ B06 02 06

 90°大曲りＹ B06 02 07

 90°大曲り両Ｙ B06 02 08

  ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ B06 02 09

 掃除口 B06 02 10

 台付ｴﾙﾎﾞ  B06 02 11

 伸縮片受けｿｹｯﾄ  B06 02 12

 補修用ｿｹｯﾄ  B06 02 13

 ﾍﾞﾝﾄﾞ90°  B06 02 14

 ﾍﾞﾝﾄﾞ10°  B06 02 15

 ﾍﾞﾝﾄﾞ直  B06 02 16

 洋風排便立管  B06 02 17

 和風排便立管  B06 02 18

 ﾄﾗｯﾌﾟｴﾙﾎﾞ  B06 02 19

 ﾄﾗｯﾌﾟｿｹｯﾄ  B06 02 20

 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 その他 JIS K 6743 B06 11 00

 ｴﾙﾎﾞ （積水化学） B06 11 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B06 11 02

 ｿｹｯﾄ B06 11 03

 ﾁｰｽﾞ B06 11 04

 ｷｬｯﾌﾟ B06 11 05

 給水栓用ｴﾙﾎﾞ B06 11 06

 給水栓用ﾁｰｽﾞ B06 11 07

 給水栓用ｿｹｯﾄ B06 11 08

 ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ B06 11 09

 ｲﾝｻｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ B06 11 10

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(銅･鉛管用) B06 11 11

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(鋼管用ｵﾈｼﾞ) B06 11 12

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(鋼管用ﾒﾈｼﾞ) B06 11 13

 ＴＳﾌﾗﾝｼﾞ(JIS5K) B06 11 14

  ＴＳﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B06 11 15

 座つき給水栓用ｴﾙﾎﾞ  B06 11 16

 首長給水栓用ｴﾙﾎﾞ  B06 11 17

 ﾕﾆｵﾝｿｹｯﾄ  B06 11 18

 ＴＳ90°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 11 19

 ＴＳ45°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 11 20

 ＴＳ22 1/2°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 11 21

 ＴＳ11 1/4°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 11 22

 ＴＳ5 5/8°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 11 23

 Ｓﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 11 24
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

 

合成樹脂管継手 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 ｼﾝﾌﾟﾙｼﾞｮｲﾝﾄ  B06 11 25

 分水栓付き分岐ｻﾄﾞﾙ  B06 11 26

  鋳鉄製分岐ｻﾄﾞﾙ  B06 11 27

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ用)  B06 11 28

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(量水計用)  B06 11 29

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(分水･止水せん用)  B06 11 30

 水道用耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 その他 JWWA K 119 B06 12 00

 ｴﾙﾎﾞ （積水化学） B06 12 01

 45°ｴﾙﾎﾞ  B06 12 02

 ｿｹｯﾄ B06 12 03

 ﾁｰｽﾞ B06 12 04

 ｷｬｯﾌﾟ B06 12 05

 給水栓用ｴﾙﾎﾞ B06 12 06

  給水栓用ﾁｰｽﾞ B06 12 07

 給水栓用ｿｹｯﾄ B06 12 08

 ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ B06 12 09

 ｲﾝｻｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ B06 12 10

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(銅･鉛管用) B06 12 11

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(鋼管用ｵﾈｼﾞ) B06 12 12

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(鋼管用ﾒﾈｼﾞ) B06 12 13

 ＴＳﾌﾗﾝｼﾞ(JIS5K) B06 12 14

 ＴＳﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B06 12 15

 座つき給水栓用ｴﾙﾎﾞ  B06 12 16

 首長給水栓用ｴﾙﾎﾞ  B06 12 17

 ﾕﾆｵﾝｿｹｯﾄ  B06 12 18

 ＴＳ90°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 12 19

 ＴＳ45°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 12 20

 ＴＳ22 1/2°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 12 21

 ＴＳ11 1/4°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 12 22

 ＴＳ5 5/8°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 12 23

 Ｓﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 12 24

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ用)  B06 12 25

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(量水計用)  B06 12 26

 ｴﾗｽｼﾞｮｲﾝﾄ(分水･止水せん用)  B06 12 27

 耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 その他 （積水化学） B06 13 00

 ｴﾙﾎﾞ  B06 13 01

 ｿｹｯﾄ B06 13 02

 ﾁｰｽﾞ B06 13 03

 ｷｬｯﾌﾟ B06 13 04

  給水栓用ｴﾙﾎﾞ B06 13 05

 給水栓用ﾁｰｽﾞ B06 13 06

 給水栓用ｿｹｯﾄ B06 13 07

 ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ B06 13 08

 ＴＳﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B06 13 09

 90°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 13 10

 45°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 13 11

 22 1/2°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 13 12

 11 1/4°ﾍﾞﾝﾄﾞ  B06 13 13
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

合成樹脂管継手 耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 首長給水栓用ｴﾙﾎﾞ  B06 13 14

 ﾕﾆｵﾝ継手鋼管用ｵｽﾈｼﾞ  B06 13 15

  ﾕﾆｵﾝ継手鋼管用ﾒｽﾈｼﾞ  B06 13 16

 伸縮継手ﾙｰﾌﾟ型  B06 13 17

 伸縮継手Ｕ型 B06 13 18

 ポリブテン管継手 その他 JIS K 6779 B06 15 00

 ｴﾙﾎﾞ （日本鋼管継

手） 

B06 15 01

 ｿｹｯﾄ B06 15 02

 ﾁｰｽﾞ B06 15 03

 ｷｬｯﾌﾟ B06 15 04

 Ｙ字継手 B06 15 05

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS5K) B06 15 06

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B06 15 07

  ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ(おﾈｼﾞ付き) B06 15 08

 ﾊﾞﾙﾌﾞｿｹｯﾄ(めﾈｼﾞ付き) B06 15 09

 給水栓用座付ｴﾙﾎﾞ(両座付) B06 15 10

 給水栓用座付ｴﾙﾎﾞ(上座付) B06 15 11

 給水栓用座付ｴﾙﾎﾞ(後座付) B06 15 12

 分岐ﾍｯﾀﾞｰ B06 15 13

 架橋ポリエチレン管継手 その他 JIS K 6770 B06 16 00

 ｴﾙﾎﾞ  B06 16 01

 ｿｹｯﾄ B06 16 02

 ﾁｰｽﾞ B06 16 03

 ｷｬｯﾌﾟ B06 16 04

 給水栓用座付ｴﾙﾎﾞ(両座付) B06 16 10

 給水栓用座付ｴﾙﾎﾞ(上座付) B06 16 11

 給水栓用座付ｴﾙﾎﾞ(後座付) B06 16 12

 分岐ﾍｯﾀﾞｰ B06 16 13

 換気用塩化ﾋﾞﾆﾙ２管路管継手 その他 （ﾄｰｱﾄﾐｼﾞ） B06 21 00

 水平90°ｴﾙﾎﾞ(ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ)  B06 21 01

 水平45°ｴﾙﾎﾞ(ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ) B06 21 02

 ｿｹｯﾄ(ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ) B06 21 03

 ﾁｰｽﾞ(ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ) B06 21 04

 垂直45°ｴﾙﾎﾞ(ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ) B06 21 05

 水平90°ｴﾙﾎﾞ(ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ) B06 21 06

 水平45°ｴﾙﾎﾞ(ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ) B06 21 07

 ｿｹｯﾄ (ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ) B06 21 08

 ﾁｰｽﾞ(ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ) B06 21 09

 垂直45°ｴﾙﾎﾞ(ﾉｰﾏﾙﾀｲﾌﾟ) B06 21 10

 換気用耐火２管路管継手 その他 （ﾄｰｱﾄﾐｼﾞ） B06 22 00

 水平90°ｴﾙﾎﾞ  B06 22 01

 水平45°ｴﾙﾎﾞ B06 22 02

 ｿｹｯﾄ B06 22 03

 ﾁｰｽﾞ B06 22 04

 垂直45°ｴﾙﾎﾞ B06 22 05
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

 

フランジ その他   B10 00 00

 鋳鉄製ねじ込みフランジ その他 JIS B 2210 B10 01 00

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K)・黒  B10 01 01

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K)・黒 B10 01 02

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS16K)・黒 B10 01 03

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K)・黒 B10 01 04

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K)・白 B10 01 11

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K)・白 B10 01 12

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS16K)・白 B10 01 13

  ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K)・白 B10 01 14

 鋼製溶接式フランジ その他 JIS B 2220 B10 02 00

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K)・黒  B10 02 01

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K)・黒 B10 02 02

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS16K)・黒 B10 02 03

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K)・黒 B10 02 04

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K)・白 B10 02 11

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K)・白 B10 02 12

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS16K)・白 B10 02 13

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K)・白 B10 02 14

 ステンレス製溶接式フランジ その他  B10 03 00

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K) B10 03 01

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B10 03 02

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K) B10 03 03

 鋼製閉止フランジ その他 JIS B 2220 B10 11 00

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K)・黒  B10 11 01

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K)・黒 B10 11 02

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS16K)・黒 B10 11 03

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K)・黒 B10 11 04

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K)・白 B10 11 11

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K)・白 B10 11 12

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS16K)・白 B10 11 13

  ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K)・白 B10 11 14

 ステンレス製閉止フランジ その他  B10 12 00

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS 5K) B10 12 01

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS10K) B10 12 02

 ﾌﾗﾝｼﾞ(JIS20K) B10 12 03
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 ３．バルブコード 

名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

その他    C00 00 00

仕切弁（ゲート弁） その他   C01 00 00

 青銅製仕切弁 その他  C01 01 00

JIS 5K(ねじ込み) JIS B 2011 C01 01 01

JIS10K(ねじ込み) （ＫＩＴＺ） C01 01 02

 5K型(コア付ねじ込み) C01 01 03

10K型(コア付ねじ込み) C01 01 04

 5K型(銅管用)  C01 01 05

10K型(銅管用)  C01 01 06

10K型(埋設用ねじ込み) C01 01 07

10K型(埋設用ねコア付じ込み) C01 01 08

JIS10K(Ｆ形)  C01 01 09

鋳鉄製仕切弁 その他  C01 02 00

JIS 5K(Ｆ形外ねじ) JIS B 2031 C01 02 01

JIS10K(Ｆ形外ねじ) （ＫＩＴＺ） C01 02 02

JIS10K(Ｆ形内ねじ)  C01 02 03

JIS 5K(Ｆ形ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ外ねじ)  C01 02 04

JIS10K(Ｆ形ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ外ねじ)  C01 02 05

ステンレス製仕切弁 その他  C01 03 00

JIS10K(ねじ込み)  C01 03 01

JIS10K(Ｆ形)  C01 03 02

JIS20K(Ｆ形)  C01 03 03

ダクタイル製仕切弁 その他  C01 04 00

JIS10K(ねじ込み)  C01 04 01

JIS16K(ねじ込み)  C01 04 02

JIS20K(ねじ込み)  C01 04 03

JIS10K(Ｆ形)  C01 04 04

JIS10K(Ｆ形外ねじ)  C01 04 05

JIS16K(Ｆ形外ねじ)  C01 04 06

JIS20K(Ｆ形外ねじ)  C01 04 07

玉形弁（グローブ弁）その他   C02 00 00

 青銅製玉形弁 その他  C02 01 00

  JIS 5K(ねじ込み) JIS B 2011 C02 01 01

JIS10K(ねじ込み) （ＫＩＴＺ） C02 01 02

  5K型(銅管用)  C02 01 03

 10K型(銅管用)  C02 01 04

 JIS10K(Ｆ形)  C02 01 05

鋳鉄製玉形弁 その他  C02 02 00

 JIS10K(Ｆ形) （ＫＩＴＺ） C02 02 01

 JIS10K(Ｆ形ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ外ねじ)  C02 02 02

ステンレス製玉形弁 その他  C02 03 00

 JIS 5K(ねじ込み)  C02 03 01

 JIS10K(ねじ込み)  C02 03 02

 JIS10K(Ｆ形)  C02 03 03

 JIS20K(Ｆ形)  C02 03 04
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

玉形弁（グローブ弁）ダクタイル製玉形弁 その他  C02 04 00

 JIS10K(ねじ込み)  C02 04 01

 JIS16K(ねじ込み)  C02 04 02

 JIS20K(ねじ込み)  C02 04 03

 JIS10K(Ｆ形外ねじ)  C02 04 04

 JIS16K(Ｆ形外ねじ)  C02 04 05

 JIS20K(Ｆ形外ねじ)  C02 04 06

逆止弁（チャッキ弁）その他   C03 00 00

 ｽｲﾝｸﾞ型逆止弁 その他  C03 01 00

  JIS10K(青銅製ねじ込み) JIS B 2011 C03 01 01

10K型(青銅製コア付ねじ込み) （ＫＩＴＺ） C03 01 02

125型(青銅製銅管用) C03 01 03

JIS10K(鋳鉄製Ｆ形) JIS B 2031 C03 01 11

JIS10k(青銅製Ｆ形)  C03 01 12

JIS10k(ステンレス製ねじ込み)  C03 01 13

JIS10k(ステンレス製Ｆ形)  C03 01 14

JIS20k(ステンレス製Ｆ形)  C03 01 15

JIS10K(ダクタイル製Ｆ形)  C03 01 16

JIS16K(ダクタイル製Ｆ形)  C03 01 17

JIS20K(ダクタイル製Ｆ形)  C03 01 18

リフト型逆止弁 その他  C03 02 00

10K型(青銅製ねじ込み) （ＫＩＴＺ） C03 02 01

10K型(青銅製コア付ねじ込み) C03 02 02

JIS10k(ステンレス製ねじ込み)  C03 02 03

JIS10k(ステンレス製Ｆ形)  C03 02 04

JIS20k(ステンレス製Ｆ形)  C03 02 05

JIS10K(ダクタイル製ねじ込み)  C03 02 06

JIS16K(ダクタイル製ねじ込み)  C03 02 07

JIS20K(ダクタイル製ねじ込み)  C03 02 08

JIS10K(ダクタイル製Ｆ形)  C03 02 09

JIS16K(ダクタイル製Ｆ形)  C03 02 10

JIS20K(ダクタイル製Ｆ形) C03 02 11

ウエハー型逆止弁 その他  C03 03 00

 10K型(鋳鉄製) （ＫＩＴＺ） C03 03 01

 JIS10k(青銅製Ｆ形)  C03 03 02

 JIS10k(ステンレス製Ｆ形)  C03 03 03

 JIS10K(ダクタイル製Ｆ形)  C03 03 04

 JIS20K(ダクタイル製Ｆ形)  C03 03 05

衝撃吸収型逆止弁 その他  C03 04 00

10K型(鋳鉄製Ｆ形) （石崎製作所） C03 04 01

20K型(鋳鉄製Ｆ形) C03 04 02

バタフライ弁 その他   C04 00 00

 鋳鉄製ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 その他  C04 01 00

ｳｫｰﾑｷﾞﾔ式 (700E) C04 01 01

ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式 （巴バルブ） C04 01 02

JIS 5K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 01 03

JIS10K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 01 04

JIS 5K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式 ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ  C04 01 05
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

バタフライ弁 鋳鉄製ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 JIS10K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式 ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ  C04 01 06

JIS 5K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 01 07

JIS10K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 01 08

JIS 5K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式 ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ  C04 01 09

JIS10K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式 ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ  C04 01 10

JIS 5K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 01 11

JIS10K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 01 12

JIS 5K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式 ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ  C04 01 13

JIS10K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式 ﾅｲﾛﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ  C04 01 14

アルミ製ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 その他  C04 02 00

ｳｫｰﾑｷﾞﾔ式 (700Z) C04 02 01

ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式 （巴バルブ） C04 02 02

JIS 5K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 02 03

JIS10K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 02 04

JIS 5K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 02 05

JIS10K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 02 06

JIS 5K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 02 07

JIS10K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 02 08

ステンレス製ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 その他  C04 03 00

JIS 5K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 03 01

JIS10K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 03 02

JIS 5K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 03 03

JIS10K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 03 04

JIS 5K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 03 05

JIS10K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 03 06

ダクタイル製ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 その他  C04 04 00

JIS 5K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 04 01

JIS10K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 04 02

JIS16K ｳｫｰﾑｷﾞｱ式  C04 04 03

JIS 5K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 04 04

JIS10K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 04 05

JIS16K ﾛｯｸﾚﾊﾞｰ式  C04 04 06

JIS 5K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 04 07

JIS10K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 04 08

JIS16K ｾﾝﾀｰﾊﾝﾄﾞﾙ式  C04 04 09

ボール弁 その他   C05 00 00

 青銅製ボール弁 その他  C05 01 00

400型(ねじ込み) （ＫＩＴＺ） C05 01 01

400型(コア付ねじ込み) C05 01 02

400型(銅管用) C05 01 03

鋳鉄製ボール弁 その他  C05 02 00

10K型(Ｆ形ﾌﾙﾎﾞｱ) （ＫＩＴＺ） C05 02 01

10K型(Ｆ形ﾚﾃﾞｭｰｽﾄﾎﾞｱ) C05 02 02

 10K型(ねじ込み)  C05 02 03

ステンレス製ボール弁 その他  C05 03 00

 10K型(Ｆ形ﾌﾙﾎﾞｱ)  C05 03 01

ダクタイル製ボール弁 その他  C05 04 00

10K型(Ｆ形ﾌﾙﾎﾞｱ) C05 04 01
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

ボール弁 ダクタイル製ボール弁 JIS20K(ねじ込みﾚﾃﾞｭｰｽﾄﾎﾞｱ) C05 04 02

JIS20K(Ｆ形ﾌﾙﾎﾞｱ) C05 04 03

ストレーナ その他   C06 00 00

 青銅製ストレーナ その他  C06 01 00

10K型(ねじ込み) （ＫＩＴＺ） C06 01 01

10K型(コア付ねじ込み) C06 01 02

10K型(銅管用) C06 01 03

鋳鉄製ストレーナ その他  C06 02 00

 10K型(Ｆ形) （ＫＩＴＺ） C06 02 01

ステンレス製ストレーナ その他  C06 03 00

 JIS10K(Ｆ形)  C06 03 01

 JIS20K(Ｆ形)  C06 03 02

ダクタイル製ストレーナ その他  C06 04 00

 JIS10K(ねじ込み)  C06 04 01

 JIS16K(ねじ込み)  C06 04 02

 JIS20K(ねじ込み)  C06 04 03

 JIS10K(Ｆ形)  C06 04 04

 JIS16K(Ｆ形)  C06 04 05

 JIS20K(Ｆ形)  C06 04 06

自動制御弁 その他   C07 00 00

 二方弁 その他  C07 01 00

単座二方弁(V5063A) （山武ﾊﾈｳｴﾙ） C07 01 01

複座二方弁(V5064A) C07 01 02

三方弁 その他  C07 02 00

 混合形三方弁(V5065A) （山武ﾊﾈｳｴﾙ） C07 02 01

 混合形三方弁(V5013A)  C07 02 02

電磁弁 その他  C07 03 00

 汎用電磁弁 C07 03 01

電動弁 その他  C07 04 00

電動ボール弁 C07 04 01

スプリングリターン電動ボール弁 C07 04 02

単座温調弁  C07 05 01

複座温調弁  C07 06 01

減圧式温調弁  C07 07 01

ワックス式温調弁  C07 08 01

定流量弁  C08 01 01

減圧弁 その他   C09 00 00

蒸気用減圧弁 その他  C09 01 00

JIS10K C09 01 01

JIS20K C09 01 02

気体用減圧弁 その他  C09 02 00

JIS10K C09 02 01

JIS20K C09 02 02

液体用減圧弁 その他  C09 03 00

JIS10K C09 03 01

JIS16K C09 03 02

JIS20K C09 03 03

個別給水用用減圧弁  C09 04 01
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名          称 備  考 コード 

大分類名称 中分類名称 小分類名称  大 中 小
 

自動エア抜き弁  C10 01 01

定水位弁 その他   C11 00 00

アングル型  C11 01 01

ストレート型  C11 02 01

トラップ その他   C12 00 00

バスケット式  C12 01 01

フロート式 その他  C12 02 00

小容量トラップ C12 02 01

多量トラップ C12 02 02

バイメタル式  C12 03 01

伸縮継手 その他   C13 00 00

ベローズ型 その他  C13 01 00

単式 C13 01 01

複式 C13 01 02

スリーブ型  C13 02 01

ユニバーサル型  C13 03 01

ボールジョイント  C13 04 01

伸縮フレキ その他   C14 00 00

ステンレス製 その他  C14 01 00

フランジ C14 01 01

埋設用 C14 01 02

ゴム製 その他  C14 02 00

１山 C14 02 01

２山 C14 02 02

３山 C14 02 03

ストレート C14 02 04

エルボ C14 02 05

免震継手 C14 02 06

ユニオン C14 02 07

テフロン製 その他  C14 03 00

２山 C14 03 01

３山 C14 03 02

ネジ C14 03 03

免震継手 C14 03 04

ハウジング型 その他  C14 04 00

標準 C14 04 01

大口径 C14 04 02

軽量低圧 C14 04 03

ユニオンフレキ   C14 05 01
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 ４．メーカーコード 

コード メーカー コード メーカー 
 

０ 未定（その他）   

Ａ１ アロン化成㈱ Ａ２ ㈱エーアンドエーマテリアル 

Ａ３ 安治川鉄工㈱   

Ｂ１ （株）ベン Ｂ２ （株）ベンカン 

Ｄ１ ダイドレ㈱ Ｄ２ 第一高周波工業㈱ 

Ｄ３ 大同金属工業㈱   

Ｆ１ フシマン㈱ Ｆ２ 富士化工㈱ 

Ｈ１ ㈱ハネックス Ｈ２ ㈱長谷川鋳工所 

Ｈ３ 日立バルブ㈱ Ｈ４ 日立金属㈱ 

Ｈ５ 日立電線㈱   

Ｋ１ ㈱キッツ Ｋ２ ㈱協成 

Ｋ３ 川崎製鉄㈱ Ｋ４ ㈱クボタ 

Ｋ５ 倉敷化工㈱ Ｋ６ ㈱栗本鐵工所 

Ｋ７ 京浜ハイフロー販売㈱ Ｋ８ ㈱神戸製鋼所 

Ｍ１ 三菱マテリアル㈱ Ｍ２ 三菱樹脂㈱ 

Ｍ３ 三吉バルブ㈱ Ｍ４ モリ工業㈱ 

Ｍ５ ㈱本山製作所   

Ｎ１ 日曹商事㈱ Ｎ２ 日新製鋼㈱ 

Ｎ３ 日鉄鋼管㈱ Ｎ４ 日東化工機㈱ 

Ｎ５ 日本ヴィクトリック㈱ Ｎ６ 日本ステンレス工材㈱ 

Ｎ７ 日本ヒューム管㈱ Ｎ８ 日本プラスチック工業㈱ 

Ｎ９ 日本フローセル㈱ Ｎ１０ 日本金属工業㈱ 

Ｎ１１ 日本鋼管㈱ Ｎ１２ 日本鋼管継手㈱ 

Ｎ１３ ㈱新潟鉄工所   

Ｏ１ オーエヌ工業㈱   

Ｒ１ （株）リケン   

Ｓ１ シーアイ化成㈱ Ｓ２ シーケーディ㈱ 

Ｓ３ シーケー金属㈱ Ｓ４ 昭和電工建材㈱ 

Ｓ５ 新日本製鐵㈱ Ｓ６ 住金機工㈱ 

Ｓ７ 住友金属工業㈱ Ｓ８ 積水化学工業㈱ 

Ｔ１ テイエルブイ㈱ Ｔ２ テイヒュー㈱ 

Ｔ３ 大成機工㈱ Ｔ４ ㈱多久製作所 

Ｔ５ 帝国ピストンリング㈱ Ｔ６ トーアトミジ㈱ 

Ｔ７ トーゼン産業㈱ Ｔ８ トーフレ㈱ 

Ｔ９ 松下電工ビルシステム㈱ Ｔ１０ 東亜高級継手バルブ製造㈱ 

Ｔ１１ 東洋ゴム工業㈱ Ｔ１２ 東洋ジョイント㈱ 

Ｔ１３ 東洋バルヴ㈱ Ｔ１４ 東洋フィッテング㈱ 

Ｔ１５ 巴バルブ㈱   

Ｙ１ 山武㈱ Ｙ２ ㈱大和バルブ 

Ｙ３ ヨシザワＬＤ㈱ Ｙ４ ㈱ヨシタケ 

Ｙ５ ジョンソンコントロールズ㈱   

Ｚ１ ザムソン㈱   
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 ５．接続コード 

コード 接続分類 
 

０ 未定（その他） 

１ ねじ込み 

２ フランジ 

３ 溶接 

４ ろう付け 

５ 接着 

６ 融着 

７ フレア 

８ メカニカル（ナット） 

９ メカニカル（フランジ） 

１０ メカニカル（ハウジング） 

１１ くい込み 

１２ 圧着 
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 ６．用途コード 
 

●空調配管 

コード 用途分類 コード 用途分類 
 

Ａ００ その他   

Ａ０１ 蒸気管 Ａ１７ 冷却水返り管 

Ａ０２ 低圧蒸気管 Ａ１８ 冷水送り管 

Ａ０３ 中圧蒸気管 Ａ１９ 冷水返り管 

Ａ０４ 高圧蒸気管 Ａ２０ 温水送り管 

Ａ０５ 還水管 Ａ２１ 温水返り管 

Ａ０６ 低圧還水管 Ａ２２ 高温水送り管 

Ａ０７ 中圧還水管 Ａ２３ 高温水返り管 

Ａ０８ 高圧還水管 Ａ２４ 冷温水送り管 

Ａ０９ 空気抜き管 Ａ２５ 冷温水返り管 

Ａ１０ 油送り管 Ａ２６ 熱源水送り管 

Ａ１１ 油返り管 Ａ２７ 熱源水返り管 

Ａ１２ 油タンク通気管 Ａ２８ ブライン送り管 

Ａ１３ 冷媒管 Ａ２９ ブライン返り管 

Ａ１４ 冷媒液管 Ａ３０ ドレン（排水）管 

Ａ１５ 冷媒ガス管 Ａ３１ 生産冷却水管 

Ａ１６ 冷却水送り管 Ａ３２ 薬液配管 

 

●給水・給湯配管 

コード 用途分類 コード 用途分類 
 

Ｂ００ その他   

Ｂ０１ 上水給水管 Ｂ１３ 工業用水管 

Ｂ０２ 上水揚水管 Ｂ１４ 水抜き配管 

Ｂ０３ 雑用水給水管 Ｂ１５ 温泉管 

Ｂ０４ 雑用水揚水管 Ｂ１６ 濾過配管 

Ｂ０５ 給湯送り管 Ｂ１７ ポンプアップ排水管 

Ｂ０６ 給湯返り管 Ｂ１８ 滅菌水管 

Ｂ０７ 膨張管 Ｂ１９ 消雪配管 

Ｂ０８ 補給水管 Ｂ２０ ボイラブロー配管 

Ｂ０９ 薬液注入管 Ｂ２１ 純水管 

Ｂ１０ 市水引込管 Ｂ２２ 超純水管 

Ｂ１１ 井水管 Ｂ２３ 純水回収管 

Ｂ１２ 中水管   
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●排水・通気配管 

コード 用途分類 コード 用途分類 
 

Ｃ００ その他   

Ｃ０１ 雑排水管 Ｃ０９ 酸排水管 

Ｃ０２ 厨房排水管 Ｃ１０ アルカリ排水管 

Ｃ０３ 汚水排水管 Ｃ１１ Mn 系排水管 

Ｃ０４ 雨水排水管 Ｃ１２ 有機排水管 

Ｃ０５ 通気管 Ｃ１３ スクラバ排水管 

Ｃ０６ 薬液排水管 Ｃ１４ 非常用排水管 

Ｃ０７ 床暖房配管 Ｃ１５ 廃液配管 

Ｃ０８ RI 排水管 Ｃ１６ 熱排水管 

 

●消火配管 

コード 用途分類 コード 用途分類 
 

Ｄ００ その他   

Ｄ０１ 消火栓管 Ｄ０９ 粉末消火管 

Ｄ０２ 連結送水管 Ｄ１０ 散水管 

Ｄ０３ 連結散水管 Ｄ１１ 屋内消火栓管 

Ｄ０４ スプリンクラ管 Ｄ１２ 屋外消火栓管 

Ｄ０５ 水噴霧消火管 Ｄ１３ フッ素系消火管 

Ｄ０６ 泡消火管 Ｄ１４ 窒素ガス消火管 

Ｄ０７ 二酸化炭素消火管 Ｄ１５ 不活性ガス消火管 

Ｄ０８ ハロゲン化物消火管 Ｄ１６ ドレンチャー管 

 

●ガス配管 

コード 用途分類 コード 用途分類 
 

Ｅ００ その他   

Ｅ０１ 低圧ガス管 Ｅ０３ プロパンガス管 

Ｅ０２ 中圧ガス管   

 

●特殊ガス配管 

コード 用途分類 コード 用途分類 
 

Ｆ００ その他   

Ｆ０１ 酸素配管 Ｆ０6 水素配管 

Ｆ０２ 窒素配管 Ｆ０７ 余剰ガス排出管 

Ｆ０３ 笑気配管 Ｆ０８ 一般圧縮空気配管 

Ｆ０４ 真空配管 Ｆ０９ クリーン圧縮空気配管 

Ｆ０５ 圧縮空気配管   
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3項 パターン別詳細図 

パターン別詳細図における「配置基準点」「接続点」の規約を以下に示す。 

□ 配置基準点 

 ○：配置基準点 

□ 接続点 

 ×：接続点１ △：接続点２ □：接続点３ ◎：接続点４ 

複線形状 

１） 接続面の中心点を接続点とする。 

２） ねじ込み代・差し込み代は接続点に含まない。 

３） 形状が流れ方向に関係する継手（例：排水用継手）については、「継手の性能上の下流

方向」を主管側：接続点１とする。形状が流れ方向に関係しない部材（例：給水用継手）

については、接続点１・３のいずれを主管側：接続点１としても良い。 

但し、後述の「特殊形状」に記載する部材については、その限りではない。 

    ［排水用継手］          ［給水用継手］ 

 

 

 

 

単線形状 

１） 接続点の位置関係は複線と同じ。（下記 4）の図を参照） 

２） 出力時は、各 CAD の単線時の接続点位置をそのまま出力する。 

３） 入力時は、単線形状及び接続点の位置は各 CAD に依存しているために接続ベクトル方向

にずれる場合が考えられるので、直管を伸縮する等調整し接続する。 

４） 形状が流れ方向に関係する継手（例：排水用継手）については、「継手の性能上の下流方

向」を主管側：接続点１とする。形状が流れ方向に関係しない部材（例：給水用継手）に

ついては、接続点１・３のいずれを主管側：接続点１としても良い。 

但し、後述の「特殊形状」に記載する部材については、その限りではない。 

    ［排水用継手］          ［給水用継手］ 

 

 

 

 

５） 各部品ごとの単線形状に関しては図示しないが、上記説明及び複線形状を参考にして実装

を行うこととする。 

 

接続点 1接続点 3

接続点 2

流れ方向 → 

接続点 1接続点 3

接続点 2

□ ×

△

□ ×

△

○ ○

配置基準点 配置基準点
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形 状 種 類 絵  柄 備  考 

直管 
 

 

 

 

90°エルボ 
 

 

 

 

異径エルボの場合は、口径の大

きい方を主管側：接続点１とす

る。 

45°エルボ 
 

 

 

異径エルボの場合は、口径の大

きい方を主管側：接続点１とす

る。 

チーズ 
 

 

 

 

異径チーズの場合は、口径の大

きい方を主管側：接続点１とす

る。 

クロス 
 

 

 

 

異径クロスの場合は、口径の大

きい方を主管側：接続点１とす

る。 

ソケット 
 

 

 

口径の大きい方を主管側：接続

点１とする。 

偏心ソケット 
 

 

 

口径の大きい方を主管側：接続

点１とする。 

組みフランジ 
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形 状 種 類 絵  柄 備  考 

ニップル 
 

 

 

 

ユニオン 
 

 

 

 

ブッシング 
 

 

 

 

バルブソケット 
 

 

 

 

閉止フランジ 

 

 

 

 

 

 

 

配置基準点は、接続点１から 

10mm 離れた点 

プラグ 
 

配置基準点は、接続点１から 

10mm 離れた点 

 

 

 

 

キャップ 
 

配置基準点は、接続点１から 

10mm 離れた点 

 

 

 

10mm

10mm

10mm
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●特殊形状 １ 

  下記の形状については、配管部材であっても主軸・副軸ベクトルが必要な部材である。 

 

形 状 種 類 絵  柄 ベクトル方向 

Ｙストレーナ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常バルブ 

 

 

 

 

  

通常バルブ 

（流れ方向有り） 

 

 

 

  

アングル弁 

 

 

 

 

  

三方弁 

 

 

 

 

 

  

バタフライ弁 

 

□ ハンドルの位置 

ウォームギア式およびロ

ックレバー式の場合は、配

管寸法データの項番 12

に、右図に示すハンドルの

位置（“1”または“2”）
をセットする。 

右図以外およびセンター

ハンドル式の場合は、“0”
をセットする。 

 

 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ（ｽﾄﾚｰﾅと逆方向）

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 
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形 状 種 類 絵  柄 ベクトル方向 

定流量弁 

 

 

 

  

自動エア抜き弁 

 

 

 

 

  

伸縮継手 

（ボールジョントを除く） 

 

 

 

  

伸縮継手 

（ボールジョント） 

 

 

 

  

伸縮フレキ 

（エルボを除く） 

 

 

 

  

伸縮フレキ 

（エルボ） 

 

 

 

  

 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ（左側固定）

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 
10mm

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ（固定脚と逆方向）

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ（左側固定）

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ（左側固定） 
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形 状 種 類 絵  柄 ベクトル方向 

冷媒管分岐（分岐管キット）

 
□ 形状 

基本は正三角形とし、大き
さは各CADでのサイズに
従うこととする。 

□ 配置基準点 
接続点 1 と同じとする。 

□ 接続点位置 
接続点 1 の位置は固定、
接続点 2～4 は接続点 1
の対辺上とする。 
接続点 2～4 の位置は、
CAD 間で若干のずれが生
じる可能性があるが、各々
で直管を伸縮する等調整
し接続するようにする。 

□ 接続点の口径 
接続点 1～4 の口径（冷媒
管（直管）と同じ形式）を、
配管寸法データの項番 10
から順にセットする。 

 

  

冷媒管分岐（ヘッダー） 

 
□ 形状 

長方形とし、横、縦のサイ
ズの順番に、配管寸法デー
タの項番 10、11 にセッ
トする。 

□ 配置基準点 
長方形の中心とする。 

□ 接続点位置・口径 
接続点の位置は四角形の
辺上の任意の位置とする。
接続点の位置は、CAD 間
で若干のずれが生じる可
能性があるが、各々で直管
を伸縮する等調整し接続
するようにする。 
接続点 1～4 には「0」（ゼ
ロ）をセットし、接続点 1
及び分岐点（最大 10 個）
は、配管寸法データの項番
12 から順に 1 行に 1 点
ずつセットする。 
データ形式は、1 行に接続
点と同じ情報、口径、接続
点工法の順でカンマ区切
りでセットする。 
＜データ内容及び順番＞ 
接続点 X,Y,Z,接続情報,
液,ガス,高圧ガス,接続工法

 

  

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ（左側固定）

◎

縦 

横

※ 接続点に接続できない場
合は、冷媒管の位置が変わ
らない（伸縮は可とする）
ようにし、接続が切れた状
態で分岐部材に接する形
で配置する。 

※ 接続点に接続できない場
合は、冷媒管の位置が変わ
らない（伸縮は可とする）
ようにし、接続が切れた状
態で分岐部材に接する形
で配置する。 
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形 状 種 類 絵  柄 ベクトル方向 

サヤ管分岐（ヘッダー） 

 
□ 形状 

長方形とし、横、縦のサイ
ズの順番に、配管寸法デー
タの項番 10、11 にセッ
トする。 

□ 配置基準点 
長方形の中心とする。 

□ 接続点位置・口径 
接続点の位置は四角形の
辺上の任意の位置とする。
接続点の位置は、CAD 間
で若干のずれが生じる可
能性があるが、各々で直管
を伸縮する等調整し接続
するようにする。 
接続点 1～4 には「0」（ゼ
ロ）をセットし、接続点 1
及び分岐点（最大 10 個）
は、配管寸法データの項番
12 から順に 1 行に 1 点
ずつセットする。 
データ形式は、1 行に接続
点と同じ情報、口径、接続
点工法の順でカンマ区切
りでセットする。 
＜データ内容及び順番＞ 
接続点 X,Y,Z,接続情報, サ
ヤ管,内側の管（架橋ポリ
エチレン管など）,接続工
法 

 

  

 

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ 

◎

縦 

横

※ 接続点に接続できない場
合は、管の位置が変わらな
い（伸縮は可とする）よう
にし、接続が切れた状態で
分岐部材に接する形で配
置する。 
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●特殊形状 ２ 

  下記の形状については、1 本の配管部材を分割して出力する必要がある部材である。 

 

形 状 種 類 絵  柄 ベクトル方向 

鉛管 

可とう管 

 

□ 曲り点の点数 

曲り点（▲）の点数を配管

寸法データの項番 12 に

セットする。尚、曲がり点

の数は無制限とする。 

□ 曲り点の座標 

曲り点（▲）の座標 X,Y,Z

を、接続点１から見た曲り

点の順番に、配管寸法デー

タの項番 1３から順にセ

ットする。１行あたりのデ

ータ数は無制限だが、ＣＰ

１から順にセットしなけ

ればならなず、各データは

カンマ区切りで曲り点の

順にセットする。 

 

 ■主軸：接続点１の接続面に

対する法線ベクトル 

■副軸：接続点２の接続面に

対する法線ベクトル 

 

その他 

 
□ その他の部材の名称 

元の部材の部材名称を配
管寸法データの項番 1０
にセットする。（全角文字
を使用してもよい） 

□ その他の部材の寸法 
元の部材を包含する直方
体の幅（ＥＢＷ），厚さ（Ｅ
ＢＨ），長さ（ＥＢＬ）を
配管寸法データの項番 1
１，１２，１３にセットす
る。 

□ 接続点 
“0”をセットする。 

 

  

 

EBL

EB
W

E
BH

主軸ﾍﾞｸﾄﾙ

副軸ﾍﾞｸﾄﾙ（左側固定） 
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形 状 種 類 絵  柄 ベクトル方向 

冷媒管（直管） 

 

□ 接続点の数 

接続点の数は 2 個。 

□ 接続点の口径 

接続点 1、2 の口径を配管

寸法データの項番 10、11

をにセットする。 

口径は（液,ガス,高圧ガス）

の順番固定でカンマ（省略

不可）で区切り、外径なし

とし、出力できない（管が

存在しない）場合、口径の

パラメータはカンマで区

切る以外は空欄（何もな

し）で出力する。 

単線の場合、管はあるが口

径が未定義の場合があり、

その場合は口径値として

-1 を設定し、出力するよ

うにする。 

□ 曲り点の点数 

曲り点（▲）の点数を配管

寸法データの項番 12 に

セットする。尚、曲がり点

の数は無制限とする。 

□ 曲り点の座標 

曲り点（▲）の座標 X,Y,Z

を、接続点１から見た曲り

点の順番に、配管寸法デー

タの項番 1３から順にセ

ットする。 

X,Y,Z を１つのデータ単

位としてカンマ区切りで

セットする。 

1 行（１項番）にセットで

きるデータ数は無制限（何

個ずつセットしても良い）

とし、１行に２つ以上のデ

ータ（座標値）をセットす

る場合も、カンマ区切りで

セットする。 

 

配置基準点：○ 

接続点 1：×、接続点 2：△、曲り点：▲

 

■主軸：接続点 1 と最初の

曲り点を結ぶベクトル 

■副軸：最後の曲り点と接続

点 2 を結ぶベクトル 

 

 

主軸ベクトル

副軸ベクトル
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形 状 種 類 絵  柄 ベクトル方向 

サヤ管（架橋ポリエチレン管）

 

□ 接続点の数 

接続点の数は 2 個。 

□ 接続点の口径 

接続点 1、2 の口径を配管

寸法データの項番 10、11

をにセットする。 

口径は（サヤ管,内側の管

（架橋ポリエチレン管な

ど））の順番固定でカンマ

（省略不可）で区切り、外

径なしとし、出力できない

（管が存在しない）場合、

口径のパラメータはカン

マで区切る以外は空欄（何

もなし）で出力する。 

単線の場合、管はあるが口

径が未定義の場合があり、

その場合は口径値として

-1 を設定し、出力するよ

うにする。 

□ 曲り点の点数 

曲り点（▲）の点数を配管

寸法データの項番 12 に

セットする。尚、曲がり点

の数は無制限とする。 

□ 曲り点の座標 

曲り点（▲）の座標 X,Y,Z

を、接続点１から見た曲り

点の順番に、配管寸法デー

タの項番 1３から順にセ

ットする。 

X,Y,Z を１つのデータ単

位としてカンマ区切りで

セットする。 

1 行（１項番）にセットで

きるデータ数は無制限（何

個ずつセットしても良い）

とし、１行に２つ以上のデ

ータ（座標値）をセットす

る場合も、カンマ区切りで

セットする。 

 

配置基準点：○ 

接続点 1：×、接続点 2：△、曲り点：▲

 

■主軸：接続点 1 と最初の

曲り点を結ぶベクトル 

■副軸：最後の曲り点と接続

点 2 を結ぶベクトル 

 

 

主軸ベクトル

副軸ベクトル



 96

第５章 空調器具フォーマット 

１項 空調器具フォーマット  

□ ファイルの2レコード目以降を使用し、1部材を定義する。 

□ 1部材当たり38レコード固定とし、未使用の項目は "0" “-1” ”空欄” をセットすることとし、

使い分けについては項目説明欄を参照。 

□ 使用する文字は、1バイトの文字とし、英字は大文字とする。ただし、以下の項目について

は、全角文字を使用してもよい。 

 ・項番３「系統名」、項番２４「空調器具名称」 

1レコードのバイト数は、無制限とする。 

項番 項       目 項  目  説  明 

1 部材定義項目 

SEQ No. 年 月 時 分日

ﾃﾞｰﾀ種別 会社コード

・データ種別：D ････ ダクト  P ････ 配管 

       E ････ 電気   K ････ 機器 

       A ････ 建築   H ･･‥ 空調器具 

・SEQ No. ： 数字5桁とし、頭0埋め 

※重複がなければ、連番でなくてもよい 

会社コード：英数字2文字（詳細は第6章参照） 

日   付：データ作成日（年 ････ 西暦4桁） 

時   間：データ作成開始時間 

※DXFファイルと同期をとる 

DXF内のBLOCKデータとCEQファイルのデータのマッチン

グに使用する。 

※DXFのBLOCK名と同じ名称とし、同一データ内で重複の

無いものとする 

2 出力時レイヤ№ ・数字をセット 

・出力時のレイヤは、レイヤを１以上の数字に変換して出力す

る 

・入力時のレイヤは、空調器具用途によりレイヤを分類してい

るCADは、項番３３の「用途」を用いて自社CADのレイヤ

に変換する。空調器具用途とレイヤの関連を持たないCAD

は、本出力レイヤを用いて自社CADのレイヤに変換する 

 

3 系統名 ・全角・半角文字をセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

4 系統番号 ・ 数字をセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 
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項番 項       目 項  目  説  明 

5 パターンNo. 大分類 ・ 空調器具パターンNo.を大分類， 小分類でセット 

6   〃     小分類  （詳細は第２項１を参照） 

7 

・ 

・ 

・ 

2０ 

形状寸法データ ・ 1行に1項目をセット 

・ 項目数は固定で１４項目 

・ 未使用項番には“0”をセット 

・ 順不同とし、WA=,WB=等の見出し文字を付与する 

 （詳細は第３項を参照） 

・ 自社に存在しないデータに関しても受け取った側でおかし

な形状にならないように考慮してデータをセットする 

2１ 属性種別 ・ 1行に複数の属性値をセットする 

第２項２ 属性フラッグを記述。 

複数の場合カンマ区切で列記。 

・ 出力しない場合には“空欄”とする 

2２ 材質 ・ 主要材質分類をセット（詳細は第２項３を参照） 

・ 出力しない場合には“空欄”とする 

2３ メーカー型番 ・半角英数字記号でセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

2４ 空調器具名称 ・ 全角・半角文字をセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

25 空調器具呼称 ・ 半角英数字記号でセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

例：アネモ･ノズル→#20､BLライン→BL2-1500L 等 

26 単複区分 ・ 複線：0、をセット 

 

27 配置基準点 ・第３項５のパターン別詳細図により、X,Y,Zをセット 

・指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・X,Y,Zは、カンマで区切る   （詳細は第３項を参照） 

28 接続点 ・接続点は、空調器具接続部とする。 

・中心座標は、指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・接続情報は、「項番１：部材定義項目」の「データ種別＋

SEQ No.」を使用する 

・X,Y,Z及び接続情報は、カンマで区切る 

  例１：20,22,33,D00005 

  （X=20,Y=22,Z=33, 空調器具データSEQNo00005）

  例２：20,22,33,0 

   （X=20,Y=22,Z=33,接続するダクト無し） 
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項番 項       目 項  目  説  明 

29 CI-NET 建設資機材コ

ード 

・数字１４桁セット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

30 メーカー ・メーカーコードをセット 

（制気口の場合、詳細は第２項４を参照） 

・出力しない場合には“空欄”とする 

31 ベクトル   主軸 ・主軸，副軸のベクトルで、X,Y,Zの形であらわす 

・ベクトルの大きさは“1” 

32  〃     副軸  （詳細は第3項を参照） 

33 用  途 ・空調器具用途を数字でセット 

（制気口の場合、詳細は第３章ダクト、第２項４を参照） 

34 風  量 ・風量をm3/h単位でセット 

・未使用は“0”をセット 

35 接続工法 ・接続点の接続工法をセットする 

（制気口の場合、詳細は第３章ダクト、第２項４を参照） 

・存在しない接続点には“－１”をセット 

３６ 予  備 ・現在未使用“空欄”とする 

（到達距離･拡散半径･静圧損失･発生騒音等､将来予備） 

３７ 予  備 ・現在未使用“空欄”とする 

 

３８ データ終了フラグ ・最終データは“0” をセット 

（“0”でCEQファイルの終了） 

・後続データがある場合は“1”をセット 
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２項 空調器具部材項目別設定値 

１．空調器具パターン分類 

大 分 類 小 分 類 

１００ その他 ０ その他 

１０１ アネモ ０ その他 

  １ アネモ（角型） 

  ２ アネモ（丸型） 

１０２ パン ０ その他 

  １ パン（角型） 

  ２ パン（丸型） 

１０３ BLライン ０ その他 

  １ BLライン 

１０４ CLライン ０ その他 

  １ CLライン 

１０５ ノズル ０ その他 

  １ ノズル 

  ２ パンカルーバ 

１０６ グリル・スリット ０ その他 

  １ グリル H型 

  ２ グリル V型 

  ３ グリル HV型 

  ４ グリル VH型 

 ５ スリット 

６ パンチング 

１０７ ガラリ ０ その他 

  １ ガラリ 

１０８ ベントキャップ ０ その他 

  １ ベントキャップ 平型 

  ２ ベントキャップ 丸型 

  ３ ベントキャップ 深型 

１０９ ウェザーカバー ０ その他 

  １ ウェザーカバー 

１１０ フード ０ その他 

  １ フード 

１１１ 排煙口 ０ その他 

  １ 排煙口 

１１２ 床吹出 ０ その他 

  １ 床吹出口 
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２．属性種別  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■器具共通属性フラッグ 

 

  TP：システム天井用 

  DP：結露防止タイプ 

  ＨＰ：結露防止ヒータ付 

  WP：汚染防止タイプ 

  FC：気流調整付 

  AS：オート型温度センサー 

  SH：シャッター･ＳＥＤ付 

  ＩＮ：中ノズル付 

  Ｆ１：フィレドンフィールタ付 

  Ｆ２：中性能フィールタ付 

  ＭＭ：金網 付 

  ＦＤ：ＦＤ 付 

  CD：CD 付 

  TR：不透視タイプ 

  MW：羽稼働機能付 

  HD：フード 付 

  ＧＲ：グリスフィルタ付 

  CS：天井面傾斜 

 

※属性表記は、｢属性種別｣項番２１に、該当するフラッグを記載する。 

複数の場合はカンマ｢，｣区切りで列記する。 

例：TP，DP，SH 
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３． 材質コード 

コード 接続分類 

０ 未定（その他） 

１ アルミ 

２ 鉄 

３ ステンレス 

４ 亜鉛鋼板 

５ 樹脂 

６ 木製 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． メーカーコード 

コード メーカー 

０ 未定（その他） 

Ｈ１１ 株式会社アステム 

Ｈ１２ 株式会社有馬工業所 

Ｈ２１ 株式会社金川鉄工所 

Ｈ２２ 上福岡設備工業株式会社 

Ｈ２３ 協同工業株式会社 

Ｈ２４ 協立エアテック株式会社 

Ｈ２５ 空研工業株式会社 

Ｈ２６ 空研技研工業株式会社 

Ｈ２７ クリフ株式会社 

Ｈ４１ サンエス工業株式会社 

Ｈ４２ 西邦工業株式会社 

Ｈ５１ 株式会社ダイリツ 

Ｈ５２ 東北工業株式会社 

Ｈ６１ ニッケイ株式会社 

Ｈ６２ 日伸工業株式会社 

Ｈ７１ 原田産業株式会社 

Ｈ７２ 檜工業株式会社 

Ｈ７３ 株式会社深川製作所 

Ｈ８１ 丸光産業株式会社 

Ｈ８２ 株式会社ミヤマエ 

Ｈ９１ 株式会社ユニックス 
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５． 空調器具呼称 

大分類 記号 番手 サイズ1 サイズ2

100　その他 0 その他 ○ ○ ○ ○

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 アネモ（角型） ◎ ◎ × × E2,EA,ED E2,#12.5,,

2 アネモ（丸型） ◎ ◎ × × C2,CA,CD C2,#12.5,,

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 パン（角型） ◎ ◎ × × EP EP,#12.5,,

2 パン（丸型） ◎ ◎ × × CP CP,#12.5,,

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 BL ◎ × ◎ × BL-S,BL-D,BL-T,BL-Ｋ BL-S,,1000,

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 CL ◎ ◎ ◎ ○ CＬ CL,#1,1000,

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 ノズル ◎ × ◎ × NZ NZ,,150,

2 パンカルーバ ◎ ◎ × × PK PK,#3,,

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 グリル H型 ◎ × ◎ ◎

2 グリル Ｖ型 ◎ × ◎ ◎

3 グリル ＨＶ型 ◎ × ◎ ◎

4 グリル ＶＨ型 ◎ × ◎ ◎

5 スリット ◎ × ◎ ◎ GV,GVS GV,,500,500

6 パンチング ○ × ◎ ◎ ,,500,500

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 ガラリ ○ × ◎ ◎ ,,500,500

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 ベントキャップ　平型 ○ × ◎ × ,,100,

2 ベントキャップ　丸型 ○ × ◎ × ,,100,

3 ベントキャップ　深型 ○ × ◎ × ,,100,

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 ウェザーカバー ○ × ◎ ◎ ,,200,200

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 フード ○ × ◎ ◎ ,,2000,1000

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 排煙口 ○ × ◎ ◎ ,,500,500

0 その他 ○ ○ ○ ○

1 床吹出口 ◎ × ◎ ◎ FA,FA-F,FA-MD FA,,500,500

　◎：必須　　　○：任意　　　×：設定不可

VHS,,500,500

107　ガラリ

記入例
小分類

101　アネモ

102　パン

103　BL

104　CL

空調器具パターン分類
既定の記号文字列

Ｖ,VS,VH,VHS

表　記

109　ウェザーカバー

110　フード

111　排煙口

112　床吹出

105　ノズル

106　グリル・スリット

108　ベントキャップ

 
 

(1)書式について 

 ・カンマ区切りで、1 カラム目に記号、2 カラム目に番手、3 カラム目にサイズ 1、4 カラム目にサイズ 2 をセットする。 

 

(2)記号について 

 ・半角英数字記号をセットする。 

 ・表に記載のない CAD 固有の記号を出力してもかまわない。 

 

(3)番手について 

 ・半角数字記号をセットする。 

 ・#（半角ナンバー記号）を先頭に付加する。 

 

(4)サイズ 1、サイズ 2 について 

 ・部材を特定する為の寸法（呼び径）を半角数字でセットする。 

 ・寸法が 1 つの場合は、サイズ 1 にセットする。 

 ・寸法が 2 つの場合は、主軸方向の寸法をサイズ 1 に、副軸方向の寸法をサイズ 2 にセットする。 

 ・寸法の単位は mm とする。 
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３項 空調器具部材形状寸法図について 

１． 接続点 

１） 接続点は、［×］印で示す。 

２） 空調器具接続面の中心点を接続点とする。 

２．配置基準点 

１） 制気口の場合(室内・室外側)露出部分の中心、天井・壁・床面を配置基準点とし 

［○］で示す。 

３．ベクトル 

１） ベクトルは、実線（主軸）、破線（副軸）の矢印で示す。 

２） 主軸ベクトルは、接続点１の接続面ＷＡに対する大きさ１の法線ベクトルとする。 

３） 副軸ベクトルは、接続点１の接続面ＷＡの辺に平行な大きさ１のベクトルとし、振れの 

ない部材は主軸ベクトルに対して右方向、それ以外の部材は主軸ベクトルに対してＷＢ 

（ＤＢ）側をベクトルの方向とする。 
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４．形状寸法データ記号の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ DＡ ：天井内･壁内･床下 側(径) 

□ ＷＡ ：天井内･壁内･床下 側(幅) 

□ ＬＡ ：天井内･壁内･床下 側(長さ) 

□ ＨＡ ：天井内･壁内･床下 側(高さ) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＤＯ ：天井･壁･床 開口部(径) 

□ ＷＯ ：天井･壁･床 開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井･壁･床 開口部(長さ) 

□ ＤＢ ：室内･室外側枠(径) 

□ ＷＢ ：室内･室外側(幅) 

□ ＬＢ ：室内･室外側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室内･室外側枠(高さ) 

□ ＤＣ ：室内･室外側突出(径)(円形ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＷＣ ：室内･室外側突出(幅)(四角ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＬＣ ：室内･室外側突出(長さ)(四角ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＨＣ ：室内･室外側突出(高さ) 

 

※１形状寸法表記は、主とする意味であり、該当しない場合もある。 

    詳細は５.パターン別詳細図、個別記載内容を参考 

※２寸法表記単位はミリメートル（㎜）記載 
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5.パターン別詳細図 

大分類 １０１ 小分類 １ アネモ（角型） 

  

 

分類 １０１ 小分類 ２ アネモ（丸型） 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ 
 

□ ＨＡ ：天井内側(高さ) 

□ DＡ ：天井内側(径) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＤＯ ：天井開口部(径) 

□ ＤＢ ：室内側枠(外径) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＬＢ側 

□ ＨＡ ：天井内側(高さ) 

□ ＤＡ ：天井内側(径) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＷＯ ：天井開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室内側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室内側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 



 106

大分類 １０２ 小分類 １ パン（角型） 

  

 

分類 １０２ 小分類 ２ パン（丸型） 

 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ 
 
□ ＨＡ ：天井内側(高さ) 

□ DＡ ：天井内側(径) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＤＯ ：天井開口部(径) 

□ ＤＢ ：室内側枠(外径) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＬＢ側 
 
□ ＨＡ ：天井内側(高さ) 

□ ＤＡ ：天井内側(径) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＷＯ ：天井開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室内側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室内側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 
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大分類 １０３ 小分類 1 ＢＬライン 

  

 

大分類 １０４ 小分類 1 ＣＬライン 

  

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＷＡ側 
 
□ ＷＡ ：天井･壁内側(幅) 

□ ＬＡ ：天井･壁内側(長さ) 

□ ＨＡ ：天井･壁内側(高さ) 

□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＷＯ ：天井･壁開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井･壁開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室内側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室内側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＷＡ側 
 
□ ＷＡ ：天井･壁内側(幅) 

□ ＬＡ ：天井･壁内側(長さ) 

□ ＨＡ ：天井･壁内側(高さ) 

□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＷＯ ：天井･壁開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井･壁開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室内側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室内側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 
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大分類 １０５ 小分類 1 ノズル 

  

 

大分類 １０５ 小分類 ２ パンカルーバ 

  

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ 
 
□ ＤＡ ：天井･壁内側（径) 

□ ＨＡ ：天井･壁内側(高さ) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＤＯ ：天井･壁開口部(径) 

□ ＤＢ ：室内側枠(径) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ 
 
□ ＤＡ ：天井･壁内側（径) 

□ ＨＡ ：天井･壁内側(高さ) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＤＯ ：天井･壁開口部(径) 

□ ＤＢ ：室内側枠(径) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 

□ ＤＣ ：室内側突出(径) 

□ ＨＣ ：室内側突出(高さ) 
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大分類 １０６ 小分類
参照 

⇒｢ ｣

グリル・スリット        ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ｢６｣

H 型｢１｣･Ｖ型｢２｣・ＨＶ型｢３｣･ＶＨ型｢４｣･ｽﾘｯﾄ｢５｣ 

  

 

大分類 １０７ 小分類 1 ガラリ 

  

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＷＡ側 
 
□ ＷＡ ：天井･壁内側(幅) 

□ ＬＡ ：天井･壁内側(長さ) 

□ ＨＡ ：天井･壁内側(高さ) 

□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＷＯ ：天井･壁開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井･壁開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室内側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室内側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＷＡ側 
 
□ ＷＡ ：壁内側(幅) 

□ ＬＡ ：壁内側(長さ) 

□ ＨＡ ：壁内側(高さ) 

□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＷＯ ：壁開口部(幅) 

□ ＬＯ ：壁開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室外側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室外側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室外側枠(高さ) 
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大分類 １０８ 小分類
参照 

｢ ｣⇒

ベントキャップ 

平型｢１｣･丸形｢２｣･深型｢３｣ 

  

 

大分類 １０９ 小分類 １ ウエザーカバー 

   

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ 
 
□ ＤＡ ：壁内側（径) 

□ ＨＡ ：壁内側(高さ) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＤＯ ：壁開口部(径) 

□ ＤＢ ：室外側枠(径)(円形ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＷＢ ：室外側枠(幅)(四角ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＬＢ ：室外側枠(長さ)(四角ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＨＢ ：室外側枠(高さ) 

□ ＤＣ ：室外側突出(径)(円形ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＷＣ ：室外側突出(幅)(四角ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＬＣ ：室外側突出(長さ)(四角ﾀｲﾌﾟ) 

□ ＨＣ ：室外側突出(高さ) 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＷＢ側 
 
□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＷＯ ：壁開口部(幅) 

□ ＬＯ ：壁開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室外側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室外側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室外側枠(高さ) 

□ ＷＣ ：室外側突出(幅) 

□ ＬＣ ：室外側突出(長さ) 

□ ＨＣ ：室外側突出(高さ) 
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大分類 １１０ 小分類 1 フード 

  

 

大分類 １１１ 小分類 1 排煙口 

 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＷＡ側 
 
□ ＷＡ ：天井内側(幅) 

□ ＬＡ ：天井内側(長さ) 

□ ＨＡ ：天井内(高さ) 

□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＷＯ ：天井開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室内側(幅) 

□ ＬＢ ：室内側(長さ) 

□ ＨＢ ：室内側(高さ) 

□ ＷＣ ：吸込み面(幅) 

□ ＬＣ ：吸込み面(長さ) 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝天井面の中心座標 

■副軸方向＝ＷＡ側 
 
□ ＷＡ ：天井･壁内側(幅) 

□ ＬＡ ：天井･壁内側(長さ) 

□ ＨＡ ：天井･壁内側(高さ) 

□ ＷＮ ：接続ダクト(幅) 

□ ＬＮ ：接続ダクト(長さ) 

□ ＷＯ ：天井･壁開口部(幅) 

□ ＬＯ ：天井･壁開口部(長さ) 

□ ＷＢ ：室内側枠(幅) 

□ ＬＢ ：室内側枠(長さ) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 
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大分類 １１２ 小分類 １ 床吹出口 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝床面の中心座標 

■副軸方向＝ 
 

□ ＤＡ ：床下側（径) 

□ ＨＡ ：床下側(高さ) 

□ ＤＮ ：接続ダクト(径) 

□ ＤＯ ：床開口部(径) 

□ ＤＢ ：室内側枠(径) 

□ ＨＢ ：室内側枠(高さ) 

□ ＤＣ ：室内側突出(径) 

□ ＨＣ ：室内側突出(高さ) 
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第 6 章 電気フォーマット  

１項 電気部材フォーマット 

□ ファイルの2レコード目以降を使用し、1部材を定義する。 

□ 1部材当たり38レコード固定とし、未使用の項目は "0" “-1” ”空欄” をセットすることとし、

使い分けについては項目説明欄を参照。 

□ 使用する文字は、1バイトの文字とし、英字は大文字とする。ただし、以下の項目について

は、全角文字を使用してもよい。 

 ・項番３「系統名」 

 ・「その他部材」時に項番７～２４「電気部材形状寸法データ」にセットする 

  「元の部材の部材名称」（見出し文字「EBN=」は1バイト文字とする） 

□ 1レコードのバイト数は、無制限とする。 

項番 項       目 項  目  説  明 

1 部材定義項目 

SEQ No. 年 月 時 分日

ﾃﾞｰﾀ種別 会社コード

・データ種別：D ････ ダクト  P ････ 配管 

       E ････ 電気   K ････ 機器 

       A ････ 建築   H ･･‥ 空調器具 

・SEQ No. ： 数字5桁とし、頭0埋め 

※重複がなければ、連番でなくてもよい 

・会社コード：英数字2文字（詳細は第9章参照） 

・日   付：データ作成日（年 ････ 西暦4桁） 

・時   間：データ作成開始時間 

※DXFファイルと同期をとる 

DXF内のBLOCKデータとCEQファイルのデータのマッチン

グに使用する。 

※DXFのBLOCK名と同じ名称とし、同一データ内で重複の 

無いものとする 

2 出力時レイヤ№ ・数字をセット 

・出力時のレイヤは、レイヤを１以上の数字に変換して出力す

る 

・入力時のレイヤは、電設部材の工事項目（科目）によりレイ

ヤを分類しているCADは、電設部材の工事項目（科目）に

応じて自社CADのレイヤに変換する。電設部材の工事項目

（科目）とレイヤの関連を持たないCADは、本出力レイヤ

を用いて自社CADのレイヤに変換する 
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項番 項       目 項  目  説  明 

3 系統名 ・全角・半角文字をセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

4 系統番号 ・ 数字をセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

5 パターンNo. 大分類 ・ 電気部材パターンNo.を大分類，小分類でセット 

6   〃     小分類  （詳細は第２項を参照） 

7 

・ 

・ 

・ 

24 

電気部材形状寸法デー

タ 

・ 1行に1項目をセット 

・ 項目数は固定で1８項目 

・ 未使用項番には“0”をセット 

・ 順不同とし、W=,H=等の見出し文字を付与する 

（詳細は第３項を参照） 

・ 呼び径,外径は、カンマで区切る 

・ 外径については出力できる場合にのみ出力する 

例： 厚鋼 外径あり→DA=82,87.9  外径なし→DA=82, 

薄鋼 外径あり→DA=63,63.5  外径なし→DA=63, 

25 電設部材番号 ・英数字を6文字までセット 

・出力しない場合には“空欄”とする 

26 単複区分 ・ 複線：0、単線：1をセット 

・ 本バージョンでは、複線のみ対応 

27 配置基準点 ・パターン別詳細図により、X,Y,Zをセット 

・指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・X,Y,Zは、カンマで区切る 

 （詳細は第３項を参照） 

28 接続点1 ・接続点は、パターン別詳細図の1,2,3,4の順とする 

・部材の各接続点の「座標X,Y,Zと接続情報」をセット 

・座標は、指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・X,Y,Zは、カンマで区切る 

  例１：20,22,33, 

   （X=20,Y=22,Z=33,） 

29 接続点2 ・未使用の接続点Ｎｏには、“0”１個のみをセット 

30 接続点3   例：接続点が２点の場合には、接続点３，４は“0”を 

31 接続点4     セット 

32 ベクトル   主軸 ・主軸，副軸のベクトルで、X,Y,Zの形であらわす 

・ベクトルの大きさは“1” 

33  〃     副軸  （詳細は第３項を参照） 

34 工事項目（科目） ・電設部材の工事項目（科目）を英数字でセット 

（詳細は第２項２を参照） 
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項番 項       目 項  目  説  明 

35 材質、外装 ・材質、外装を数字でセット 

 （詳細は第２項３を参照） 

36 予備 ・現在未使用“0”をセット 

37 予備 ・現在未使用“0”をセット 

38 データ終了フラグ ・最終データは“0” をセット 

・（“0”でCEQファイルの終了） 

  ・後続データがある場合は“1”をセット 
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２項 電気部材項目別設定値 

１．電気部材パターン分類 （パターン別詳細は3項５.パターン別詳細図を参照） 

大 分 類 小 分 類 

A1 ：金属製電線管 ０ ：その他 

 （JIS C 8305） １ ：直管（多点曲げ含む） 

  ２ ：ノーマルベンド 

A2 ：合成樹脂製電線管 ０ ：その他 

 （JIS C 8430） １ ：直管（多点曲げ含む） 

  ２ ：ノーマルベンド 

B1 ：二種金属製線ぴ ０ ：その他 

 （レースウェイ） １ ：直（ストレート）  

  ２ ：L型分岐 

  ３ ：T型分岐 

  ４ ：X型分岐 

  ５ ：インサイドベンド  

  ６ ：アウトサイドベンド 

  ７ ：ジャンクションボックス １方出  

  ８ ：ジャンクションボックス ２方出 

ストレート 

  ９ ：ジャンクションボックス ２方出 

L型 

  １０ ：ジャンクションボックス ３方出 

T型 

  １１ ：ジャンクションボックス ４方出 

X型 

B2 ：金属ダクト ０ ：その他 

 （レースダクト含む） １ ：直（ストレート） 

  ２ ：L型分岐（外角内直） 

  ３ ：L型分岐（外角内角） 

  ４ ：T型分岐（内直） 

  ５ ：T型分岐（内角） 

  ６ ：X型分岐（内直） 

  ７ ：X型分岐（内角） 

  ８ ：インサイドベンド（内直） 

  ９ ：アウトサイドベンド（内直） 

  １０ ：インサイドベンド （内角） 

  １１ ：アウトサイドベンド（内角） 
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大 分 類 小 分 類 

B2 ：金属ダクト １２ ：インサイドベンドT型 

 （レースダクト含む） １３ ：アウトサイドベンドT型 

１４ ：ジャンクションボックス １方出  

  １５ ：ジャンクションボックス ２方出 

ストレート 

  １６ ：ジャンクションボックス ２方出 

L型 

  １7

 

：ジャンクションボックス ３方出 

T型 

  １8 

 

：ジャンクションボックス ４方出 

X型 

C1 ：バスダクト ０ ：その他 

  １ ：直ストレート 

  ２ ：横向エルボ  

  ３ ：縦向エルボ  

  ４ ：横向Ｔ分岐 

  ５ ：縦向Ｔ分岐 

  ６ ：横向クロス 

  ７ ：縦向クロス 

  ８ ：横向オフセット 

  ９ ：縦向オフセット 

  10 ：エキスパンション 

  11 ：プラグインスイッチボックス 

（プラグインブレーカ） 

D1 ：ケーブルラック ０ ：その他 

  １ ：直（ストレート） 

  ２ ：L型分岐（外角内R） 

  ３ ：L型分岐（外角内直） 

  ４ ：L型分岐（外角内角） 

  ５ ：L型分岐（外R内R） 

  ６ ：T型分岐（内R） 

  ７ ：T型分岐（内直） 

  ８ ：特殊T型分岐 

  ９ ：X型分岐（内R） 

１０ ：X型分岐（内直） 

  １１ ：インサイドベンド（R） 

１２ ：アウトサイドベンド（R） 



 118

D1 ：ケーブルラック １３ ：インサイドベンド（直） 

  １４ ：アウトサイドベンド（直） 

  １５ ：水平自在継ぎ金具 

  １6 ：上下自在継ぎ金具 
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２．工事項目（科目）コード 

大 分 類 小 分 類 

A ：電力設備 ０ ：その他 

  １ ：電力引込 

  ２ ：受変電 

  ３ ：発電機 

  ４ ：蓄電池 

  ５ ：幹線 

  ６ ：動力  

  ７ ：コンセント 

  ８ ：電灯  

B ：通信情報設備 ０ ：その他 

  １ ：管制制御 

  ２ ：電話 

  ３ ：TV共同聴視 

  ４ ：放送  

  ５ ：警報呼出表示  

  ６ ：電気時計  

  ７ ：インターホン 

  ８ ：ITV  

  ９ ：無線通信補助  

  １０ ：駐車場管制 

  １１ ：防犯 

  １２ ：構内通信 

C ：防災設備 ０ ：その他 

  １ ：非常照明  

  ２ ：誘導灯 

  ３ ：自動火災報知 

  ４ ：防排煙 

  ５ ：非常警報  

  ６ ：ガス漏れ警報 

  ７ ：非常放送  

  ８ ：航空障害灯 

  ９ ：避雷針  
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３．材質、外装コード 

A1：金属製電線管（JIS C 8305） A2：合成樹脂製電線管（JIS C 8430）

材質、種類 材質 

０ ：その他 ０ ：その他 

１ ：厚鋼 １ ：硬質ビニル（VE） 

２ ：薄鋼 ２ ：耐衝撃性硬質ビニル（HIVE） 

３ ：ねじなし  

   

B1：二種金属製線ぴ（レースウェイ） B2：金属ダクト（レースダクト含む） 

材質  材質、塗装 

０ ：その他  ０ ：その他 

１ ：溶融亜鉛めつき鋼板製  １ ：溶融亜鉛めつき鋼板製 

   ２ ：メラミン樹脂焼付塗装 

   ３ ：電気亜鉛めつき処理 

   ４ ：ステンレス製 

     

C1：バスダクト  D1：ケーブルラック 

材質、種類  材質、塗装 

０ ：その他 ０ ：その他 

１ ：アルミ導体 １ ：メラミン樹脂焼付塗装 

２ ：銅導体 ２ ：エポキシ樹脂粉体塗装 

  ３ ：溶融亜鉛めつき塗装 

  ４ ：ZAM 

  ５ ：ガルバリウム 

  ６ ：スーパーダイマ 

  ７ ：ステンレス 

  ８ ：アルミ 
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３項 電気部材形状寸法図について 

 

 

 

 

 

 

 

図１              図２             図３ 

 

 

 

 

 

 

 

図４              図 5 

 

１． 接続点 

１） 接続点は、［×］印で示す。 

２） 接続面の中心点を接続点とする。 

３） 接続点 1,2,3,4 は、パターン別詳細図記述の 1,2,3,4 の順とする。 

２．配置基準点 

１） 原則として、基準点１と同じ座標を配置基準点とする。 

２） 基準点が存在しない「その他の部材」については、部材の中心を配置基準点とする。 

３．ベクトル 

１） ベクトルは、実線（主軸）、破線（副軸）の矢印で示す。 

２） 主軸ベクトルは、接続点１の接続面に対する大きさ１の法線ベクトルとする。 

３） 副軸ベクトルは、接続点１の接続面の辺に平行な大きさ１のベクトルとし、振れのない部

材は主軸ベクトルに対して右方向（図 1 参照）、接続点数＝2 の部材は主軸ベクトルに対

して接続点 2 側（図 2 参照）、接続点数＝３と 4 の部材は主軸ベクトルに対して接続点

3 側（図 3 参照）をベクトルの方向とする。 

４） 「ケーブルラック」の上下方向は、ラックの下端から上端へ向かう大きさ 1 の方向ベクト

ルとする。（図 4 参照） 

５） 「電線管-直管（多点曲げ含む）」の主軸ベクトルは、接続点１の接続面に対する大きさ１

の法線ベクトルとし、副軸ベクトルは接続点２の接続面に対する大きさ１の法線ベクトル

とする。（図 5 参照） 

６） 詳細については、「５．パターン別詳細図」を参照のこと。 
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４．形状寸法データ記号の説明（主とする意味であり、該当しない場合もある） 

□ ＤＡ            ：電線管-直管の呼び径および外径（Diameter） 

□ ＣＰＮ         ：電線管-直管の曲がり点数（Corner Point Number） 

□ ＣＰ１（～１０）：電線管-直管の曲がり点の順番（Corner Point） 

□ Ｗ              ：部材接続面の幅（Width） 

□ Ｈ             ：部材接続面の高さ（Height） 

□ Ｒ             ：電線管曲り部の中心線半径、ケーブルラックの内側半径（Radius） 

□ Ａ             ：曲り部の角度（Angle） 

□ Ｎ             ：直部分（首部分）の長さ（Neck） 

□ Ｌ             ：曲り部長さ（Length） 

□ Ｌ１           ：接続点１から曲り部の中心までの長さ（Length1） 

□ Ｌ２           ：オフセット幅（Length2） 

□ Ｌ３           ：接続点２から曲り部の中心までの長さ（Length3） 

□ Ｄ             ：プラグインスイッチボックスの奥行（Depth） 

□ Ｖ             ：ケーブルラックの下端から上端へ向かう方向ベクトル（Vector） 

□ ＥＢＮ     ：その他の部材の名称（元の部材の部材名称） 

□ ＥＢＷ（Ｈ，Ｌ）：その他の部材の寸法（元の部材を包含する直方体の寸法） 
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５．パターン別詳細図 

大分類 
Ａ１ 金属製電線管 

小分類 １ 直管（多点曲げ含む） 
Ａ２ 合成樹脂製電線管 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝接続点２の接続面に対する 

法線ベクトル 

□ ＤＡ：電線管の呼び径および外径 

    呼び径と外径をカンマで区切る。 

□ ＣＰＮ：曲り点（△）の数 

    尚、曲り点は最大１０点までとする。 

□ ＣＰ１～ＣＰ１０：曲り点（△）の座標と 

曲り半径 

X,Y,Z,R をセットする。末尾の数字は、接続

点１から見た曲り点の順番を表す。 

※座標 X,Y,Z 及び曲り半径 R の記述におい

て指数等は使用せずすべて実寸値でセッ

トする。また、X,Y,Z,R はカンマで区切る。 

 

大分類 
Ａ１ 金属製電線管 

小分類 ２ ノーマルベンド 
Ａ２ 合成樹脂製電線管 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ ＤＡ：電線管の呼び径および外径 

    呼び径と外径をカンマで区切る。 

□ Ｒ：曲り部の中心線の半径 

□ Ｎ：直管部分の長さ 

□ Ａ：曲り部の角度 

 

 

 

N

D
A
 

D
A
 

多点曲げ 

R

D
A
 

R

R

A

主軸 副軸

主軸

副軸

主軸 副
軸

 

21

1

2
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大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 １ 直（ストレート） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：レースウェイの幅 

□ Ｈ：レースウェイの高さ 

 

  

 

大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ２ L 型分岐 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：レースウェイの幅 

□ Ｈ：レースウェイの高さ 

□ N：接続部長さ  

□ Ａ：曲り部の角度  

 

N

H
 

W
 

H
 

W
 

W
 

N=0 の場合

H
 

N=0 の場合

副
軸

 

主軸 

副
軸

 

主軸 
A

21

1

2
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大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ３ T 型分岐 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：レースウェイの幅 

□ Ｈ：レースウェイの高さ 

□ N：接続部長さ 

 

 

大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ４ X 型分岐 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：レースウェイの幅 

□ Ｈ：レースウェイの高さ 

□ N：接続部長さ 

 

 

H
 

W
 

H
 

W
 

W
 

N=0 の場合

H
 

N=0 の場合

W
 

H
 

N=0 の場合

N=0 の場合

副
軸

 

主軸 

N

N

副
軸

主軸 

1  

3

2

1  

3

2

4
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大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ５ インサイドベンド 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：レースウェイの幅  

□ Ｈ：レースウェイの高さ  

□ N：接続部長さ 

□ Ａ：曲り部の角度 

 

 

 

大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ６ アウトサイドベンド 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：レースウェイの幅 

□ Ｈ：レースウェイの高さ 

□ N：接続部長さ 

□ Ａ：曲り部の角度 

 

 

 

H
 

W
 

N=0 の場合

W
 

H
 

N=0 の場合

W
 

H
 

N=0 の場合

W
 

H
 

N=0 の場合

A

N

副
軸

 

主軸 

副
軸

主軸 

N

A  

2

1

2

1
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大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ７ 

ジャンクションボックス 

１方出 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ジャンクションボックスの幅  

□ Ｈ：ジャンクションボックスの高さ 

 

 

 

大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ８ 

ジャンクションボックス 

２方出ストレート 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ジャンクションボックスの幅  

□ Ｈ：ジャンクションボックスの高さ 

 

 

 

 

W
 

H
 

W
 

H
 

副
軸

 

主軸 

副
軸

主軸 

1

1 2
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大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 ９ 

ジャンクションボックス 

２方出 L 型 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ジャンクションボックスの幅  

□ Ｈ：ジャンクションボックスの高さ 

 

 

 

大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 １０ 

ジャンクションボックス 

３方出 T 型 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ジャンクションボックスの幅 

□ Ｈ：ジャンクションボックスの高さ 

 

 

 

W
 

H
 

W
 

H
 

副
軸

 

主軸 

副
軸

主軸 

1

3

2

1
2
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大分類 Ｂ１ 
二種金属製線ぴ 

（レースウェイ） 
小分類 １１ 

ジャンクションボックス 

４方出 X 型 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ジャンクションボックスの幅  

□ Ｈ：ジャンクションボックスの高さ 

 

 

 

大分類   小分類   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

W
 

H
 

副
軸

 

主軸 

1

3

2
4



 130

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １ 直（ストレート） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ２ L 型分岐（外角内直） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

□ N：接続部の長さ 

□ L：曲り部長さ 

 

 

 

 

 

H
 

W
 

H
 

W
 

N=0 の場合

N=0 の場合

N L

W
 

L

H
 

副
軸

 

主軸 

副
軸

 

主軸 

1 2

1

2
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ３ L 型分岐（外角内角） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

□ N：接続部の長さ 

□ L：曲り部長さ 

□ A：曲り部の角度 

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ４ T 型分岐（内直） 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの厚さ 

□ N：接続部の長さ 

□ L：曲り部の長さ 

 

 

 

 

W
 

N=0 の場合

N L

A  

L

A

H
 

N=0 の場合

H
 

H
 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

W
 

H
 

W
 

副
軸

 

主軸 

副
軸

主軸 

N  L

L

1  

3

2

1

2
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ５ T 型分岐（内角） 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの厚さ 

□ N：接続部の長さ 

□ L：曲り部の長さ 

 

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ６ X 型分岐（内直） 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

□ N：接続部の長さ 

□ L：曲り部の長さ 

 

 

 

 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

W
 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

N  L

W
 

L

H
 

H
 

H
 

H
 

副
軸

 

主軸 
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L

副
軸

主軸 
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3
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1  

3
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ７ X 型分岐（内角） 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ W：ダクトの幅 

□ H：ダクトの高さ 

□ N：接続部の長さ 

□ L：曲り部の長さ 

 

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ８ インサイドベンド（内直） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

□ N：接続部の長さ 

□ L：曲り部の長さ 

 

 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

N  L

W
 

L

H
 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

N L

H
 

H
 

W
 

H
 

L

副
軸

 

主軸 

副
軸

 

主軸 

1  

3

2

4

1
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 ９ アウトサイドベンド（内直） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ  

□ N：接続部長さ  

□ L：曲り部長さ  

 

 

 

 

 

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １０ インサイドベンド（内角） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

□ N：接続部の長さ 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ａ：曲り部の角度 

 

 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

H
 

N L

W
 

H
 

L副
軸

主軸 

H
 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

N L

W
 

H
 

L

副
軸

 

主軸 
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １１ アウトサイドベンド（内角） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ  

□ N：接続部長さ  

□ L：曲り部長さ  

□ Ａ：曲り部の角度 

 

 

 

 

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １２ インサイドベンド T 型 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

□ N：接続部長さ 

□ L：曲り部長さ 

 

 

H
 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

N  L

W
 

H
 

L

副
軸

 

主軸 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

H
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主軸 
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １３ アウトサイドベンド T 型 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ダクトの幅 

□ Ｈ：ダクトの高さ 

□ N：接続部長さ 

□ L：曲り部長さ 

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １４ 

ジャンクションボックス 

１方出 

 

■接続点数＝１ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ボックスの幅 

□ Ｈ：ボックスの高さ 

 

 

 

N=0 の場合

N=0 の場合

W
 

W
 

H
 

N  L

H
 

L

W
 

H
 

副
軸

主軸 

副
軸

主軸 
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １５ 

ジャンクションボックス 

２方出ストレート 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ボックスの幅 

□ Ｈ：ボックスの高さ 

 

 

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １６ 

ジャンクションボックス 

２方出 L 型 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ボックスの幅 

□ Ｈ：ボックスの高さ  

 

 

W
 

H
 

W
 

H
 

副
軸

 

主軸 

副
軸

主軸 

1 2

1
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大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １７ 

ジャンクションボックス 

３方出 T 型 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ボックスの幅 

□ Ｈ：ボックスの高さ  

 

 

 

大分類 Ｂ２ 
金属ダクト 

（レースダクト含む） 
小分類 １８ 

ジャンクションボックス 

４方出 X 型 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ボックスの幅  

□ Ｈ：ボックスの高さ 

  

 

 

 

W
 

H
 

W
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副
軸

 

主軸 

副
軸

主軸 
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大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 １ 直（ストレート） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ 

 

 

大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ２ 横向きエルボ 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ 

 

 

 

 

 

 

W
 

H
 

H
 

W
 

副
軸

 

主軸 

副
軸

 

主軸 

1

2
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大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ３ 縦向きエルボ 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ 

 

 

 

 

大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ４ 横向きＴ型分岐 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ 

 

 

 

H
 

W
 

W
 

H
 

副
軸

 

主軸 

副
軸

主軸 
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大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ５ 縦向きＴ型分岐 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ W：バスダクトの幅 

□ H：バスダクトの高さ 

 

 

 

 

大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ６ 横向きクロス 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ 

 

 

 

W
 

H
 

W
 

H
 

副
軸

 

主軸 

副
軸
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大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ７ 縦向きクロス 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側方向 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ８ 横向きオフセット 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝オフセット方向 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ 

□ Ｌ１：接続点１から曲り部の中心までの長さ

□ Ｌ２：オフセット幅 

□ Ｌ３：接続点２から曲り部の中心までの長さ

 

副
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大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 ９ 縦向きオフセット 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝オフセット方向 

 

□ Ｗ：バスダクトの幅 

□ Ｈ：バスダクトの高さ 

□ Ｌ１：接続点１から曲り部の中心までの長さ

□ Ｌ２：オフセット幅 

□ Ｌ３：接続点２から曲り部の中心までの長さ

 

 

大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 １０ エキスパンション 

 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：エキスパンションの幅 

□ Ｈ：エキスパンションの高さ  

 

 

 

 

H
 

W
 

L 1

( L 3 )
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大分類 Ｃ１ バスダクト 小分類 １１ 
プラグインスイッチボックス

（プラグインブレーカ） 

 

■接続点数＝2 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝取出方向 

 

□ Ｗ：プラグインスイッチボックスの幅 

□ Ｈ：プラグインスイッチボックスの高さ  

□ D：プラグインスイッチボックスの奥行 

 

 

 

 

 

 

大分類   小分類   
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D

W
 

D

主軸 

副
軸
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １ 直（ストレート） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラックの高さ（親桁の高さ） 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ２ L型分岐（外角内R） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラックの高さ（親桁の高さ） 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｒ：曲り部の半径 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

ＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ３ L型分岐（外角内直） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラックの高さ（親桁の高さ） 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ４ L型分岐（外角内角） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラックの高さ（親桁の高さ） 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ５ L型分岐（外R内R） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラックの高さ（親桁の高さ） 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｒ：曲り部の半径 

□ Ａ：曲り部の角度 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ６ T型分岐（内R） 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラックの高さ（親桁の高さ） 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｒ：曲り部の半径 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ７ T型分岐（内直） 

 

■接続点数＝３ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝分岐方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラックの高さ（親桁の高さ） 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ８ 特殊T型分岐 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ Ｒ：曲り部の半径 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 ９ X 型分岐（内 R） 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ Ｒ：曲り部の半径 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １０ X 型分岐（内直） 

 

■接続点数＝４ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

     ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトルX,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １１ インサイドベンド（R） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ R：曲り部の半径 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトル X,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １２ アウトサイドベンド（R） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ R：曲り部の半径 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトル X,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １３ インサイドベンド（直） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

      ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトル X,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １４ アウトサイドベンド（直） 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

      ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトル X,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １５ 水平自在継ぎ金具 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ Ｌ：曲り部の長さ 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ａ：曲り部の角度 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

      ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトル X,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 

 

 

大分類 Ｄ１ ケーブルラック 小分類 １６ 上下自在継ぎ金具 

 

■接続点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝曲り方向 

 

□ Ｗ：ケーブルラックの幅 

□ Ｈ：ケーブルラック：の高さ（親桁の高さ） 

□ Ｎ：接続部の長さ 

□ Ａ：曲り部の角度 

□ Ｖ：ケーブルラックの上下方向 

      ラックの下端から上端へ向かう大きさ１

の方向ベクトル X,Y,Z 

※上記以外のパラメータ（子桁の間隔や、親

桁・子桁の幅など）については、読み込み側

のＣＡＤの設定を利用する。 
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大分類 ＊ 小分類 ０ その他 

 

■基準点数＝０ 

■配置基準点＝元の部材を含有する 

           直方体の中心座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＥＢＮ：元の部材の部材名称 

  （この項目の値の記述には、全角文字を使

用してもよい） 

□ ＥＢＷ：元の部材を含有する直方体の幅 

□ ＥＢＨ：元の部材を含有する直方体の高さ 

□ ＥＢＬ：元の部材を含有する直方体の長さ 
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第 7 章 建築部材フォーマット 

１項 建築部材フォーマット 

□ ファイルの2レコード目以降を使用し、1部材を定義する。 

□ 1部材当たり38レコード固定とし、未使用の項目は "0" “-1” ”空欄” をセットすることとし、

使い分けについては項目説明欄を参照。 

□ 使用する文字は、1バイトの文字とし、英字は大文字とする。ただし、以下の項目について

は、全角文字を使用してもよい。 

 ・「通り芯」時に項番５～２４「部材形状寸法データ」にセットする 

  「通り芯軸記号」（見出し文字「AN=」は１バイト文字とする） 

 ・「その他部材」時に項番５～２４「部材形状寸法データ」にセットする 

  「元の部材の部材名称」（見出し文字「EBN=」は1バイト文字とする） 

□ 1レコードのバイト数は、無制限とする。 

項番 項       目 項  目  説  明 

1 部材定義項目 

SEQ No. 年 月 時 分日

ﾃﾞｰﾀ種別 会社コード

・データ種別：D ････ ダクト  P ････ 配管 

       E ････ 電気   K ････ 機器 

       A ････ 建築   H ･･‥ 空調器具 

・SEQ No. ： 数字5桁とし、頭0埋め 

※重複がなければ、連番でなくてもよい 

・会社コード：英数字2文字（詳細は第9章参照） 

・日   付：データ作成日（年 ････ 西暦4桁） 

・時   間：データ作成開始時間 

※DXFファイルと同期をとる 

DXF内のBLOCKデータとCEQファイルのデータのマッチン

グに使用する。 

※DXFのBLOCK名と同じ名称とし、同一データ内で重複の無

いものとする 

2 出力時レイヤ№ ・数字をセット 

・出力時のレイヤは、レイヤを１以上の数字に変換して出力す

る 

・入力時のレイヤは、建築部材の種類（柱・壁など）によりレ

イヤを分類しているCADは、建築部材の種類に応じて自社

CADのレイヤに変換する。建築部材の種類とレイヤの関連

を持たないCADは、本出力レイヤを用いて自社CADのレイ

ヤに変換する。 
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項番 項       目 項  目  説  明 

３ パターンNo. 大分類 ・ 建築部材パターンNo.を大分類， 小分類でセット 

４   〃     小分類  （詳細は第２項を参照） 

５ 

・ 

・ 

・ 

・ 

24 

部材形状寸法データ ・ 1行に1項目をセット 

・ 項目数は固定で２０項目 

・ 未使用項番には“0”をセット 

・ 順不同とし、W=、H=等の見出し文字を付与する 

 （詳細は第３項を参照） 

25 配置基準点 ・部材の各基準点の「X,Y,Z」をセット 

・指数等は使用せず全て実寸値でセット 

・X,Y,Zは、カンマで区切る 

  例１：20,22,33 

26 基準点1    （X=20,Y=22,Z=33） 

27 基準点2 ・未使用の基準点Ｎｏには、“0”１個のみをセット 

28 基準点3   例：基準点が２点の場合には、基準点３，４は“0”を 

29 基準点4     セット 

30 ベクトル   主軸 ・主軸，副軸のベクトルで、X,Y,Zの形であらわす 

・ベクトルの大きさは“1” 

・指定なしの場合は“０”をセット 

31  〃     副軸  （詳細は第３項を参照） 

32 予備 ・現在未使用“0”をセット 

・   

・   

37   

38 データ終了フラグ ・最終データは“0” をセット 

（“0”でCEQファイルの終了） 

・後続データがある場合は“1”をセット 
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２項 建築部材項目別設定値 

１．建築部材パターン分類 （パターン別詳細は3項5.パターン別詳細図を参照） 

大 分 類 小 分 類 

１ ：柱 ０ ：その他 

  １ ：角柱 

  ２ ：円柱 

  ３ ：H鋼柱 

２ ：梁 ０ ：その他 

  １ ：梁（ハンチなし） 

  ２ ：梁（垂直ハンチ） 

  ３ ：梁（水平ハンチ） 

  ４ ：梁（垂直ドロップ） 

  ５ ：梁（水平ドロップ） 

  ６ ：円弧梁 

  ７ ：H鋼梁 

３ ：壁 ０ ：その他 

  １ ：壁 

  ２ ：円弧壁 

４ ：床 ０ ：その他 

  １ ：床（矩形） 

  ２ ：床（多角形） 

５ ：天井 ０ ：その他 

  １ ：天井（矩形） 

  ２ ：天井（多角形） 

６ ：屋根 ０ ：その他 

  １ ：屋根（矩形） 

  ２ ：屋根（多角形） 

７ ：基礎 ０ ：その他 

  １ ：角基礎 

  ２ ：H鋼基礎 

８ ：開口 ０ ：その他 

  １ ：角開口 

  ２ ：丸開口 

９ ：通り芯 ０ ：その他 

  １ ：通り芯 

 

 



 157

１０ ：スリーブ ０ ：その他 

  １ ：スリーブ（角） 

  ２ ：スリーブ（丸） 
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３項 建築部材形状寸法図について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１                    図２ 

 

１． 基準点 

１） 基準点は、［×］印で示す。 

 

２．配置基準点 

１） 原則として、基準点１と同じ座標を配置基準点とする。 

２） 基準点が存在しない「その他の部材」については、部材の中心を配置基準点とする。 

 

３．ベクトル 

１） ベクトルは、実線（主軸）、破線（副軸）の矢印で示す。 

２） 主軸ベクトルは、基準点１側の面に対する大きさ１の法線ベクトルとする。 

尚、「通り芯」については、基準点１から基準点２へのベクトルとする。 

３） 副軸ベクトルは、基準点１側の面の辺に平行な大きさ１のベクトルとし、振れのない部材

は主軸ベクトルに対して右方向、それ以外の部材は主軸ベクトルに対して基準点２側をベ

クトルの方向とする。 

４） 「円弧梁」「円弧壁」の副軸ベクトルの方向は、円弧中心方向とする。 

５） 「床（多角形）」「天井（多角形）」「屋根（多角形）」の主軸・副軸ベクトルは、指定

なし（O をセット）とする。 

６） 詳細については、「５．パターン別詳細図」を参照のこと。 
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４．形状寸法データ記号の説明（主とする意味であり、該当しない場合もある） 

□ Ｗ（１，２）   ：幅   （Ｗidth） 

□ Ｈ（１，２）   ：高さ （Ｈeight） 

□ Ｔ（１，２）   ：厚さ （Thickness） 

□ Ｌ（１，２）   ：長さ （Ｌength） 

□ Ｄ        ：直径 （Ｄiameter） 

□ Ｒ            ：半径 （Ｒadius） 

□ ＣＰＮ         ：多角形のコーナー点の数  （Corner Point Number） 

□ ＣＰ１（～１５）：多角形のコーナー点の座標 （Corner Point） 

□ ＦＧ           ：各種設定フラグ （Ｆlag） 

□ ＡＮ      ：通り芯の軸記号 （Axis Number） 

□ ＥＢＮ     ：その他の部材の名称 （元の部材の部材名称） 

□ ＥＢＷ（Ｈ，Ｌ）：その他の部材の寸法 （元の部材を包含する直方体の寸法） 

□ ＤＴ           ：スリーブのデータ種別 （Data Type） 
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５．パターン別詳細図 

大分類 １ 小分類 １ 角柱 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：柱の幅 

□ Ｈ：柱の奥行 

 

 

大分類 １ 小分類 ２ 円柱 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｄ：柱（円）の直径 
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大分類 １ 小分類 ３ Ｈ鋼柱 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：柱の幅 

□ Ｈ：柱の奥行 

□ Ｔ１：ウェブ厚 

□ Ｔ２：フランジ厚 

 

大分類  小分類   
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大分類 ２ 小分類 １ 梁（ハンチなし） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：梁幅 

□ Ｈ：梁成 

 

 

 

大分類 ２ 小分類 ２ 梁（垂直ハンチ） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：梁幅 

□ Ｈ：梁成 

□ Ｌ１：基準点１側ハンチ長さ 

※ハンチがない場合、Ｌ１＝０ 

□ Ｈ１：基準点１側ハンチ高さ 

□ Ｌ２：基準点２側ハンチ長さ 

※ハンチがない場合、Ｌ２＝０ 

□ Ｈ２：基準点２側ハンチ高さ 

 

 

 

主軸 

副
軸

 

基準点 1

W
 

H
 

基準点 2

主軸 

副
軸

 

W
 

基準点 1

H
 

基準点 2

L 1

H
1
 

L 2

H
2
 



 163

 

大分類 ２ 小分類 ３ 梁（水平ハンチ） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

  

□ Ｗ：梁幅  

□ Ｈ：梁成 

□ Ｌ１：基準点１側ハンチ長さ 

※ハンチがない場合、Ｌ１＝０ 

□ Ｌ２：基準点２側ハンチ長さ 

※ハンチがない場合、Ｌ２＝０ 

□ Ｏ11、Ｏ12：基準点１側のハンチ幅 

□ Ｏ21、Ｏ22：基準点２側のハンチ幅 

 

大分類 ２ 小分類 ４ 梁（垂直ドロップ） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：梁幅 

□ Ｈ：梁成 

□ Ｌ１：基準点１側ドロップ長さ 

※ドロップがない場合、Ｌ１＝０ 

□ Ｈ１：基準点１側ドロップ高さ 

□ Ｌ２：基準点２側ドロップ長さ 

※ドロップがない場合、Ｌ２＝０ 

□ Ｈ２：基準点２側ドロップ高さ 
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大分類 ２ 小分類 ５ 梁（水平ドロップ） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

   

□ Ｗ：梁幅  

□ Ｈ：梁成 

□ Ｌ１：基準点１側ドロップ長さ 

※ドロップがない場合、Ｌ１＝０ 

□ Ｌ２：基準点２側ドロップ長さ 

※ドロップがない場合、Ｌ２＝０ 

□ Ｏ11、Ｏ12：基準点１側のハンチ幅 

□ Ｏ21、Ｏ22：基準点２側のハンチ幅 

 

 

大分類 ２ 小分類 ６ 円弧梁 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝円弧中心方向 

 

□ Ｗ：梁幅 

□ Ｈ：梁成 

□ Ｒ：梁の中心線の半径 

 

基準点１から基準点２を結ぶ円弧の向きは、

主軸の向きで判定する。 
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大分類 ２ 小分類 ７ Ｈ鋼梁 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：梁幅 

□ Ｈ：梁成 

□ Ｔ１：ウェブ厚 

□ Ｔ２：フランジ厚 

 

 

 

 

 

 

大分類  小分類   
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大分類 ３ 小分類 １ 壁 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：壁の幅 

□ Ｈ：壁の高さ 

 

 

 

 

 

 

大分類 ３ 小分類 ２ 円弧壁 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝円弧中心方向 

 

□ Ｗ：壁の幅 

□ Ｈ：壁の高さ 

□ Ｒ：壁の中心線の半径 

 

基準点１から基準点２を結ぶ円弧の向きは、

主軸の向きで判定する。 
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大分類 ４ 小分類 １ 床（矩形） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：床の幅 

□ Ｈ：床の厚さ 

 

 

 

 

 

 

大分類 ４ 小分類 ２ 床（多角形） 

 

■基準点数＝１ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■主軸・副軸方向＝指定なし（０をセット） 

 

□ Ｈ：床の厚さ 

□ ＣＰＮ：形状を構成する折線の制御点の数

     （最大１５点） 

□ ＣＰ１～ＣＰ１５：折線の制御点（△）の座標

X,Y,Z をカンマで区切ってセットする。 

末尾の数字は基準点１を始点として、以

降の制御点の順番を表す。基準点１は始

点と終点を兼ねる。（基準点１⇒ＣＰ１

⇒・・・⇒ＣＰｎ⇒基準点１） 

各点を結ぶ折線は交差してはいけない。
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大分類 ５ 小分類 １ 天井（矩形） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：天井の幅 

□ Ｈ：天井の厚さ 

 

 

 

 

 

 

大分類 ５ 小分類 ２ 天井（多角形） 

 

■基準点数＝１ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■主軸・副軸方向＝指定なし（０をセット） 

 

□ Ｈ：天井の厚さ 

□ ＣＰＮ：形状を構成する折線の制御点の数

      （最大１５点） 

□ ＣＰ１～ＣＰ１５：折線の制御点（△）の座標

X,Y,Z をカンマで区切ってセットする。 

末尾の数字は基準点１を始点として、以

降の制御点の順番を表す。基準点１は始

点と終点を兼ねる。（基準点１⇒ＣＰ１

⇒・・・⇒ＣＰｎ⇒基準点１） 

各点を結ぶ折線は交差してはいけない。
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大分類 ６ 小分類 １ 屋根（矩形） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：屋根の幅 

□ Ｈ：屋根の厚さ 

 

 

 

 

 

 

大分類 ６ 小分類 ２ 屋根（多角形） 

 

■基準点数＝１ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■主軸・副軸方向＝指定なし（０をセット） 

 

□ Ｈ：屋根の厚さ 

□ ＣＰＮ：形状を構成する折線の制御点の数

      （最大１５点） 

□ ＣＰ１～ＣＰ１５：折線の制御点（△）の座標

X,Y,Z をカンマで区切ってセットする。 

末尾の数字は基準点１を始点として、以

降の制御点の順番を表す。基準点１は始

点と終点を兼ねる。（基準点１⇒ＣＰ１

⇒・・・⇒ＣＰｎ⇒基準点１） 

各点を結ぶ折線は交差してはいけない。
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大分類 ７ 小分類 １ 角基礎 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：基礎の幅 

□ Ｈ：基礎の奥行き 

 

 

 

 

 

 

大分類 ７ 小分類 ２ Ｈ鋼基礎 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：基礎の幅 

□ Ｈ：基礎の奥行き 

□ Ｔ１：ウェブ厚 

□ Ｔ２：フランジ厚 
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大分類 ８ 小分類 １ 角開口 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｗ：開口の幅 

□ Ｈ：開口の高さ 

□ ＦＧ：開口種別のフラグ 

     窓＝１       ドア＝２ 

     点検口＝３    その他＝０ 

 

 

 

 

 

大分類 ８ 小分類 ２ 丸開口 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ Ｄ：開口（円）の直径 

□ ＦＧ：開口種別のフラグ 

     窓＝１       ドア＝２ 

     点検口＝３    その他＝０ 
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大分類 ９ 小分類 １ 通り芯 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝接続点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＡＮ：通り芯軸記号 

（この項目の値の記述には、全角文字を使

用してもよい） 

□ ＦＧ：通り芯軸記号表示位置フラグ 

     基準点１側＝１  基準点２側＝２ 

     両側＝３      なし＝０ 

 

 

 

 

大分類  小分類   
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大分類 １０ 小分類 １ スリーブ（角） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

 □ Ｗ：スリーブの幅 

 □ Ｈ：スリーブの高さ 

 □ ＦＧ：スリーブ種類のフラグ 

      木製＝１    鉄製＝２ 

      鋼製＝３    箱＝４ 

□ ＤＴ：スリーブのデータ種別 

      ダクト＝Ｄ   配管＝Ｐ 

      電気＝Ｅ    機器＝Ｋ 

      建築＝Ａ     

 

 

大分類 １０ 小分類 ２ スリーブ（丸） 

 

■基準点数＝２ 

■配置基準点＝基準点１と同座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

 □ Ｄ：スリーブの直径 

 □ ＦＧ：スリーブ種類のフラグ 

        ボイド＝１   鉄＝２ 

        塩化ビニル管＝３ 

        鋼管（つばなし）＝４ 

        鋼管（つばあり）＝５ 

        鋼板＝６     

□ ＤＴ：スリーブのデータ種別 

      ダクト＝Ｄ   配管＝Ｐ 

      電気＝Ｅ    機器＝Ｋ 

      建築＝Ａ     
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大分類 ＊ 小分類 ０ その他 

 

■基準点数＝０ 

■配置基準点＝元の部材を含有する 

           直方体の中心座標 

■副軸方向＝右側固定 

 

□ ＥＢＮ：元の部材の部材名称 

  （この項目の値の記述には、全角文字を使

用してもよい） 

□ ＥＢＷ：元の部材を含有する直方体の幅 

□ ＥＢＨ：元の部材を含有する直方体の高さ 

□ ＥＢＬ：元の部材を含有する直方体の長さ 

 

 

 

大分類  小分類   
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第 8 章 機器部材フォーマット 

１項 機器部材フォーマット 

□ ここで扱う機器は、｢設備機器ライブラリデータ交換仕様“Stem”｣で対象としている機器

（C-CADEC機器分類コードが用意されている機器）とする。 

□ ファイルの2レコード目以降を使用し、1部材を定義する。 

□ 1部材当たり38レコード固定とし、未使用の項目は "0" “-1” ”空欄” をセットすることとし、

使い分けについては項目説明欄を参照。 

□ 使用する文字は、1バイトの文字とし、英字は大文字とする。ただし、以下の項目について

は、全角文字を使用してもよい。 

 ・項番３「機器名」 

 ・項番４「機器番号」 

 ・項番５「部材番号」 

 ・項番１４「機器属性データ」 

 ・項番１５「機器表属性データ」 

□ 1レコードのバイト数は、無制限とする。 

□ 機器形状はDXFファイルで定義する。2次元形状（断面を含む）および3次元形状（3DFACE）

の定義方法については、2項を参照のこと。 

項番 項       目 項  目  説  明 

1 部材定義項目 

SEQ No. 年 月 時 分日

ﾃﾞｰﾀ種別 会社コード

・データ種別：D ････ ダクト  P ････ 配管 

       E ････ 電気   K ････ 機器 

       A ････ 建築   H ･･‥ 空調器具 

・SEQ No. ： 数字5桁とし、頭0埋め 

※重複がなければ、連番でなくてもよい 

・会社コード：英数字2文字（詳細は第9章参照） 

・日   付：データ作成日（年 ････ 西暦4桁） 

・時   間：データ作成開始時間 

※DXFファイルと同期をとる 

DXF内のBLOCKデータとCEQファイルのデータのマッチン

グに使用する 

※DXFの図面上のBLOCK名と同じ名称とし、同一データ内で

重複の無いものとする 
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項番 項       目 項  目  説  明 

2 出力時レイヤ№ ・数字をセット 

・出力時のレイヤは、レイヤを１以上の数字に変換して出力す

る 

・入力時のレイヤは、機器部材の種類によりレイヤを分類して

いるCADは、機器部材の種類に応じて自社CADのレイヤに

変換し、機器部材の種類とレイヤの関連を持たないCADは、

本出力レイヤを用いて自社CADのレイヤに変換する 

3 機器名 ・全角・半角文字をセット 

・出力しない場合は”空欄”とする 

４ 機器番号 ・全角・半角文字をセット 

・出力しない場合は”空欄”とする 

５ 部材番号 ・ 全角・半角文字をセット 

・ 出力しない場合は”空欄”とする 

6 パターンNo.  ・ 将来用として予約、現在は”空欄”とする 

7 配置基準点 ・ 配置基準点の”X座標,Y座標,Z座標”をセット 

・ 出力は必須とする 

8 ダクト接続点 ・ 各部材の接続点の”座標X,Y,Z,サイズ1,サイズ2,サイズ3,用

途,接続情報,接続点主軸方向ベクトルX,Y,Z,接続点副軸方

向ベクトルX,Y,Z, 座標X,Y,Z,サイズ1,サイズ2,サイズ3,用

途,接続情報,接続点主軸方向ベクトルX,Y,Z,接続点副軸方

向ベクトルX,Y,Z,・・”をセット 

・ 接続情報は、「項番１：部材定義項目」の「データ種別＋

SEQ No.」を使用する 

・ ベクトルの大きさは“1” 

・ 接続点主軸・副軸方向ベクトルの向きに関しては、「２項」

の「２．接続点主軸・副軸方向ベクトル」を参照。 

・ サイズ1には幅または径を,サイズ2には高さ(厚さ)または

0(径の場合)を, サイズ3には冷媒菅の高圧ガスをセット 

・ 出力しない場合は”空欄”とする 

9 配管接続点 

10 電気接続点 

11 その他接続点 

12 ベクトル   主軸 ・主軸、副軸の”X方向ベクトル,Y方向ベクトル,Z方向ベクト

ル”をセット 

・ベクトルの大きさは“1” 

・必須とする 

13  〃     副軸 

1４ 機器属性データ ・ “仕様ID,値,属性名,単位,備考,仕様ID,値,属性名,単位,備考,・・”

をセット 

・ 仕様IDとは、Stemの仕様属性項目ID、条件設定ID、単位ID

を指し、Stem同様に仕様属性項目IDと条件設定IDを“&”

でつなぎ、続けて"@"で単位IDをつなぐ形で表現する 

15 機器表属性データ 
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  ・ 属性名は仕様IDにて、C-CADECからStem 用に提供され

ている“Kanren2.mdb”（Stemに定義されている各項目、

ID、単位等の情報DB）から取得できる仕様属性項目(日本

語)と条件設定内容(日本語)を使用する 

・ 単位も仕様IDにて、C-CADECからStem 用に提供されて

いる“Kanren2.mdb”（Stemに定義されている各項目、

ID、単位等の情報DB）から取得できるStem仕様の表示単

位を使用する 

・ 属性名に関してはStem同様に、仕様属性項目と条件設定内

容（複数の場合あり）を“&”でつなぐ形で表現する 

・ 以下の３項目については、機器属性または機器表属性を出

力する場合は、必須とする 

・「1200 機器分類コード、CGRYCODE」 

・「1400 型式名称、NAME2 」 

・「1600 仕様書バージョン、SPVER」 

・ データをセットする場合、属性名、単位、備考に関しては

任意とする 

・ 出力しない場合は”空欄”とする 

 

・ 出力例は、下記の通り 

【例１】：「冷却能力 電力周波数50HZ 単位:Kcal/h 1台運

転時」の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ “仕様ID,値,属性名,単位,備考,仕様ID,値,属性名,単位,備考,・・”

 

【例2】：「単価 100円」の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 
+ ，

 
，，， ++ 冷却能力

 仕様属性項目

1台運転時

 

50ヘルツ電源 kcal/h

条件設定内容 条件設定内容

単位

CL_AB &  CO01 &  HZ50 @ KCH , 1230 , 冷却能力＆1台運転時＆50ヘルツ電源 , kcal/h , なし

 

1230

値

なし

備考

機器属性データ 

CL_AB&CO01&HZ50@KCH,1230,冷却能力＆1台運転時＆50ヘルツ電源,kcal/h,なし

属性名

， ++CL_AB

 仕様属性項目ID

CO01

 

HZ50

条件設定ID 条件設定ID

仕様 ID

KCH

 単位ID

 

 
， ，，， 円 

単位 

単価 

属性名

なし

備考

機器表属性データ 

unit_price,100,単価,円,なし 

100 

値 

unit_price

仕様 ID
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16 形状参照先BLOCK名 ・機器の６方向の２次元DXFと１つの３次元DXFの参照先の

BLOCK名をセット 

・BLOCK名は各面固有の最後の2文字を除いた共通部分の

文字列とする 

・必須とする 

17 配置倍率 ・配置時の倍率”X方向,Y方向,Z方向”をセット 

・配置倍率は、DXF（6面図）、DXF（３D）に適用し、DXF

（図面上の図形）には適用しない 

・必須とする 

18 
・ 
・ 

37 

予備 ・将来用として予約、現在は“空欄”とする 

38 データ終了フラグ ・最終データは“0” をセット 

（“0”でCEQファイルの終了） 

・後続データがある場合は“1”をセット 
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２項 機器部材の形状について 

 

１． 配置方法 

１） 機器の形状は図面上の２次元 DXF、６方向の２次元 DXF と１つの３次元 DXF の組合せ

とする。 

２） ６方向の DXF は配置角度 0°の時の平面図～底面図とし、下図１のように立体的な機器

のイメージがつかめる配置方法とする。 

３） ６方向のDXFは部分的な対応で構わない。例えば平面方向のみの受け渡しも可能とする。

ただし、平面図および図面上の２次元 DXF は必須とする。また３面（平面図、および正

面図または背面図、および右側面または左側面）が存在する場合は３面を必須とする。 

４） ３次元 DXF は任意とする。 

５） ３次元 DXF で扱うオブジェクトは３ＤFACE に限定する。 

６） 各図（BLOCK）の基準点は原点とし、「項番 7：配置基準点」と重なるように出力する。 

７） DXF ファイルのみを開いた場合、図面上の 2 次元 DXF 以外が見えないようにレイヤにて

非表示にするようにする。またレイヤは図面上の 2 次元 DXF 以外（平面図～３次元の全

て）を全機器で共通で１つだけとし、名称は「BE-BRIDGE_HIDDEN_LAYER」（「」

内が名称）固定とする。 
 

（例） 

 

 

 

 

 

       図１                図２ 
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２．接続点主軸・副軸方向ベクトル 

   機器部材フォーマット項番８～１１の接続点主軸・副軸方向ベクトルに設定する内容について、 

   以下の通りとする。 

 

１） 『接続点主軸方向ベクトル』は接続する部材の方向とし、外向きにセットすることとする。 

 

    （例）機器にダクトが接続されている場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 『接続点副軸方向ベクトル』はサイズ 1(=幅)方向に平行で、接続点主軸方向ベクトルに対

して右方向をセットする。 

 

    （例）機器の角ダクト接続口 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 丸ダクト、配管などサイズ２を指定しない(=0)場合、『接続点副軸方向ベクトル』はゼロ

ベクトル（0.0,0.0,0.0）をセットする。 

 

接続点副軸方向ベクトル 

※ サイズ１(=幅)方向に平行で接続

点主軸方向ベクトルに対して右方向 

接続口 

サイズ１（=幅） 

サイズ２（=高さ） 

副軸方向ベクトル
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３．BLOCK名 

１） 図面上の図形、および１方向の図形を１つの BLOCK とする。３次元 DXF も１つの

BLOCK とする。 

２） 図面上の図形の BLOCK 名は部材定義項目そのものとし、それ以外の形状の BLOCK 名

は、任意の半角英数字と「表１．BLOCK 名に使用可能な記号」の記号を組み合わせた文

字列（共通部分）の末尾に「表２．方向を示す記号」の記号を付ける。 

 

 

記 号 名 称  記 号 方 向 備 考 

- ハイフン  TO 平面  

_ アンダーライン  FR 正面  

# 番号記号  RI 右側面  

$ ドル記号  LE 左側面  

% パーセント  BA 背面 正面の対照位置 

& アンパサンド  BO 底面 平面の対照位置 

( 始め小括弧  3D ３次元  

) 終わり小括弧     

 

 

（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ABCDE：各面固有の最後の 2 文字を除いた共通部分の BLOCK 名 

 

DXF ファイル 

 

BLOCK 名 底面図：ABCDEBO 

BLOCK 名 正面図：ABCDEFR 

BLOCK 名 背面図：ABCDEBA 

BLOCK 名 右面図：ABCDERI 

BLOCK 名 左面図：ABCDELE 

BLOCK 名 ３次元：ABCDE3D 

BLOCK 名 平面図：ABCDETO 

BLOCK 名 図面上：K00001XX201101010000 

CEQ ファイル 

部材定義項目：K00001XX201101010000 

表１．BLOCK 名に使用可能な記号 表２．方向を示す記号 
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４．形状の使用方法 

１） 既にあるＣＡＤの機器または新たにＣＡＤの機器を定義して取込むことができなかった場

合、自分自身の図面上の図形を使用する。 

２） 既にあるＣＡＤの機器または新たにＣＡＤの機器を定義して取込むことができた場合、機

器の形状として「項番 24：形状参照先 BLOCK 名」にセットされている BLOCK 名を使

って６方向の２次元 DXF、１つの３次元 DXF を取得し使用する。またマッピングできた

場合、CAD が持っている形状を使用してもよい。 

（図面の表示・３Ｄ形状の作成について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 機器の向きに関しては、配置角度 0°の時の平面図または３次元形状を基準として X 軸方

向を主軸、Y 軸方向を副軸とし、「項番 12：ベクトル 主軸」および「項番 13：ベクト

ル 副軸」でセットされているベクトル方向に合わせて回転等して配置する。 

４） パラメトリックな機器は、サイズ・寸法等ごとにまとめて 1 つの機器として扱い、同じ機

器でもサイズが異なれば別の機器として出力する。ただし、Ｘ方向、Ｙ方向、Ｚ方向の拡

大縮小によって同一形状となる機器は、「項番１７：配置倍率」をセットして１つの機器

として出力してもよい。 

 

（例） 

 

 

 

 

  

 
ＣＡＤの機器として

処理できない場合 

ＣＡＤの機器として処理できる場合 

既にあるＣＡＤの機器として取込む場合 
新たにＣＡＤの機器を定義し取込む場

合 

図面の表示 

・ＤＸＦ（図面上の

図形）を使用して

形状を表示する。

・ＣＡＤの持っている形状で表示する。 

 

・ＤＸＦ（平面図）を使用して形状を表

示する。 

３Ｄ形状 

の作成 
×（作成不可） 

・ＣＡＤの機器が対応する３Ｄ形状を持

っている場合は、ＣＡＤの持っている

形状を使用して３Ｄ形状を作成する。 

・ＣＡＤの機器が対応する３Ｄ形状を持

っていない場合は、ＤＸＦ（３Ｄ）を

使用して３Ｄ形状を作成する。ＤＸＦ

（３Ｄ）がない場合は、ＤＸＦ（６面

図）を使用して、直方体に各面の形状

を貼り付けた形で３Ｄ形状を作成す

る。 

・ＤＸＦ（３Ｄ）から３Ｄ形状を作成す

る。ＤＸＦ（３Ｄ）がない場合は、Ｄ

ＸＦ（６面図）を使用して、直方体に

各面の形状を貼り付けた形で３Ｄ形

状を作成する。 

 

副軸

主軸 

平面図
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第 9 章 会社コード 

 

会社コードは、適宜、追加される可能性があるため、最新のものについては、第10章に記す問い

合わせ先までお問い合わせ頂きたい。 

 

記号 会  社  名 

KS 一般財団法人建設業振興基金 

ＫＭ 株式会社コモダ工業システムＫＭＤ 

ＤＫ ダイキン工業株式会社 

ＤＩ 株式会社ダイテック 

ＦＲ 株式会社ダイテック（U/KIT） 

ＣＣ 株式会社中電シーティーアイ 

NS 株式会社 NYK システムズ 

ＭＭ 株式会社アイ・ティ・フロンティア 

ＹＤ 株式会社四電工 

ＴＡ 株式会社竹中工務店 

DA タナックシステム株式会社 

ZS 株式会社図面ソフト 

NC 株式会社ナコス・コンピュータ・システムズﾞ 

SP 株式会社シスプロ 

GP 株式会社ジオプラン 

※平成 26 年３月時点 
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第 10 章 ご意見等 

 

 本成果が建設業界の実利に資するためには、実務利用を通して得られた問題点や課題に適時対

処していくことが不可欠である。こうした観点から、C-CADEC では、今後とも、本仕様の管

理・改善に継続的に取り組むこととしている。 

 ついては、本仕様もしくは本仕様に準拠した BE-Bridge データの利用に際して、利用者の皆

様が感じられたご意見、ご指摘については、下記までご連絡を頂ければ幸いである。 

 

 

一般財団法人 建設業振興基金 設計製造情報化評議会 

メールアドレス：ci-net@kensetsu-kikin.or.jp 

 

 

 また、C-CADEC の活動、入会等に係るご質問については、下記までお問い合わせ頂きたい。 

 

 一般財団法人 建設業振興基金 建設産業情報化推進センター 

 〒105-0001 東京都港区虎ノ門 4-2-12 虎ノ門 4 丁目 MT ビル 2 号館 

 TEL 03-5473-4573   FAX 03-5473-4580 

 メールアドレス：ci-net@kensetsu-kikin.or.jp 

 ホームページ：http://www.kensetsu-kikin.or.jp/c-cadec/ 

 

 

 本仕様書が契機となり、建設産業の高度情報化に係る取り組みが活性化し、わが国の経済社会

に大きな役割を担う建設産業の健全な発展に資すれば幸いである。 
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附録１ 改訂点一覧 

 

 設備 CAD データ交換仕様“BE-Bridge” Ver.6.1 での主な改訂点一覧を以下に示す。 

 

章・項 主な改訂内容 

はじめに  主な仕様改訂事項を変更した。 
 本仕様書のバージョンを「6.１」に変更した。 

 
目次  項番号再編集、追加事項編成。 

 
第３章  角ダクトパターン分類の大分類「5：二方分岐」に､小分類「10：二方分岐

（両曲り内直）」､「11：二方分岐（両曲り内角）」､「12：二方分岐（両
曲りＴ管内直）」を追加した。 

 角ダクトパターン分類の大分類「7：その他角ダクト」に､小分類「9：フ
ランジ止め」､「10：金網」を追加した。 

 丸ダクトパターン分類の大分類「11：エルボ」に､小分類「3：両直管付エ
ルボ」を追加した。 

 丸ダクトパターン分類の大分類「14：十字管」に､小分類「3：十字管（ク
ロス管角度付）」を追加した。 

 丸ダクトパターン分類の大分類「15：Ｔ管」に､小分類「6：Ｔ管（角度付）」
を追加した。 

 丸ダクトパターン分類の大分類「18：その他丸ダクト」に､小分類「1：キ
ャンバス継手」､小分類「2：ニップル」､小分類「3：カラー」､小分類「4：
キャップ」､小分類「5：金網」を追加した。 

 接続工法に､「5：差込み(オス)」､「6：差込み(メス)」を追加した。 
 

第５章  項番 25 空調器具記号を器具呼称に変更し、空調器具呼称表を追加した。
 

第８章  1 項､「機器部材フォーマット」の項番３、項番４、項番 8～１１、項番
14、項番１５の仕様を変更した。 

 「機器部材フォーマット」に「項番１７ 配置倍率」を追加した。 
 2 項､「機器部材の形状について」｡2. 配置方向の解説追加。3. BLOCK
名、表現記号追加。4. 形状の使用方法追加。 
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附録２ “BE-Bridge”Ver.３.０以降のデータ変換の流れ 

 

Ver.３.０以降のBE-Bridgeでは可能な限り、部材属性を保持した変換ができるように次の改良が行わ

れています。 

  

○仕様に定義された部材をサポートしていない場合、属性を保持して類似部材として出/入力する。 

○その他部材の場合または適当な部材が存在しない場合、直方体として形状を出/入力する。 

○機器部材については、形状はDXFで交換し、属性のみをBE-Bridgeで交換する。 

 

(注)BE-BridgeをサポートするCADにより保有する部材の種類数が異なるため、各部材が 

どのように変換されるかについては、CADの問い合わせ先で確認していただきたい。 

 

出力側 CAD 入力側 CAD

配管の属性例
・部材種別
・配管寸法
・配置基準点
・接続工法
・質量
・用途
・流量 等

BE-Bridge
ファイル

D X F

リンク

部材デー
タとして図
面を交換

作 図 変 換
読み込み

部材DB照会 変 換

合致する
部材が存在

類似する
部材が存在

類似する
部材で出力

直方体に
置換し出力

出力しない

仕様定義
部材で出力仕様定義

部材が有
るケース

仕様定義
部材が無
いケース

出 力

描画デー
タとして図
面を交換

部材
コード

類似する
部材が無い

再現が
適切でない

もともと
絵しかな
いケース

類似する
部材で変換

直方体に
置換し変換

受け取った
部材で変換

「その他
部材」の
ケース

絵柄の
取り込み

属性を保持
して変換

属性の無い
絵として変換

再 現

2次元の
絵形状

属 性
情 報

2次元の
絵形状

3次元の
絵形状

ﾀﾞｸﾄの属性例
・部材種別
・ﾀﾞｸﾄ形状寸法
・配置基準点
・用途
・風量
・接続工法
・板厚 等

…その他部材も同様 
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